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 日程第７ 議案第32号 令和４年度吉賀町小水力発電事業特別会計予算 

 日程第８ 議案第33号 令和４年度吉賀町一般会計予算 

────────────────────────────── 
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────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

局長 水落 裕之君                  

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 ……………………… 岩本 一巳君   副町長 …………………… 赤松 寿志君 

教育長 …………………… 中田  敦君   教育次長 ………………… 大庭 克彦君 

総務課長 ………………… 野村 幸二君   企画課長 ………………… 深川 仁志君 

税務住民課長 …………… 栩木 昭典君   保健福祉課長 …………… 永田 英樹君 

産業課長 ………………… 堀田 雅和君   建設水道課長 …………… 早川 貢一君 

柿木地域振興室長 ……… 山根 徳政君                       

────────────────────────────── 

午前９時01分開議 

○議長（安永 友行君）  それでは、ただいまの出席議員数は１２人です。定足数に達しておりま

す。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 議事日程は、ただいまお手元に配付したとおりです。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．議案第２６号 

○議長（安永 友行君）  日程第１、議案第２６号令和４年度吉賀町水道事業会計予算を議題とし

ます。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  それでは、改めておはようございます。本日もどうかよろしくお願いい

たします。 

 それでは、議案第２６号令和４年度吉賀町水道事業会計予算を上程させていただきます。 

 総則、第１条、令和４年度吉賀町水道事業会計予算は次に定めるところによる。 

 業務の予定量、第２条、業務の予定量は次のとおりとする。 

 （１）給水件数３,１８２件、（２）年間総給水量８８万２,５３０立方メートル、（３）一日
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平均給水量２,４１７立方メートル、（４）主要な建設改良事業、水道管路緊急改善事業

５,５５５万３,０００円、収益的収入及び支出、第３条、収益的収入及び支出の予定額は次のと

おりと定める。 

 まず、収入でございます。 

 第１款水道事業収益２億２,７６８万円、第１項営業収益１億８５５万円、第２項営業外収益

１億１,９１３万円。 

 続きまして、支出でございます。 

 第１款水道事業費用２億２,７６５万円、第１項営業費用２億５８５万６,０００円、第２項営

業外費用２,１４６万４,０００円、第３項予備費３３万円。 

 資本的収入及び支出、第４条、資本的収入及び支出の予定額は次のとおりと定める。 

 （資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額６,５６２万７,０００円は、過年度分損益勘

定留保資金６,５６２万７,０００円で補填するものとする。） 

 収入でございます。 

 第１款資本的収入１億２,０６３万４,０００円、第１項企業債３,８２０万円、第２項県補助

金１,６６３万３,０００円、第３項他会計補助金６,５２０万１,０００円、第４項工事負担金

６０万円。 

 支出でございます。 

 第１款資本的支出１億８,６２６万１,０００円、第１項建設改良費５,５５５万３,０００円、

第２項企業債償還金１億３,０３７万８,０００円、第３項予備費３３万円。 

 企業債、第５条であります。起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は次のと

おりと定める。 

 起債の目的、上水道事業債、限度額は３,８２０万円です。起債の方法、利率、償還の方法に

つきましては、お読み取りを頂きたいと思います。 

 一時借入金、第６条、一時借入金の限度額は１,０００万円と定める。 

 予定支出の各項の経費の金額の流用、第７条、予定支出の各項の経費の金額を流用することが

できる場合は、次のとおりと定める。 

 （１）収益的支出、第１款水道事業費用のうち、第１項営業費用、第２項営業外費用に係る予

定額に過不足が生じた場合における項間の流用。（２）資本的支出、第１款資本的支出のうち、

第１項建設改良費、第２項企業債償還金に係る予定額に過不足が生じた場合における項間の流用。 

 議会の議決を経なければ流用することができない経費、第８条、次に掲げる経費については、

その経費の金額をそれ以外の経費の金額に流用し、またはそれ以外の経費をその経費の金額に流

用する場合は、議会の議決を経なければならない。 
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 （１）職員給与費１,６３４万９,０００円であります。 

 他会計からの補助金、第９条、一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は１億３,８２１万

５,０００円である。 

 令和４年３月４日提出、吉賀町水道事業管理者岩本一巳。 

 詳細につきましては、所管いたします建設水道課長のほうから御説明申し上げますので、よろ

しくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  それでは、担当課長より詳細説明を求めます。早川建設水道課長。 

○建設水道課長（早川 貢一君）  おはようございます。 

 それでは、議案第２６号令和４年度吉賀町水道事業会計予算について、詳細説明をさせていた

だきます。 

 説明書より説明をさせていただきますので、ページのほうを進んでいただきたいと思います。 

 まず、説明書の１ページでございます。 

 収益的収入及び支出のページでございます。これは、先ほど述べました３条予算の内訳を説明

した資料でございます。後ほど詳細を説明させていただきます。 

 ２ページでございます。 

 資本的収入及び支出の説明書です。これも、さきに述べました４条予算の内訳を示した資料で

ございます。 

 ページを進んでいただきまして、３ページでございます。 

 予定キャッシュフロー計算書でございます。金額、現金の動きを示した資料ということでござ

います。 

 下のほうを見ていただきまして、下から２番目です。資金の期首残高ということで、２億

５,８１１万４,５１８円、期末の残高２億７,７１０万２,１３１円を予定しているところでござ

います。 

 ４ページから７ページにわたりましては、職員２名分の給与費明細表を記したものでございま

す。お読み取りを頂きたいと思います。 

 ８ページを御覧頂きたいと思います。 

 来年度分の期末から期首、４月１日から３月３１日までの予定損益計算書でございます。 

 下の欄、段を落としまして４行ほどあると思います。その一番上、当年度純利益ということで

１６４万６,９８７円の純利益が出るという予定をしているものでございます。 

 その下は、当年度の繰越利益余剰金ということで、平たく申しますと、今年度分、令和３年度

分の利益ということになっておるものでございまして、それを予定しているというものでござい

ます。あくまで予定でございます。 
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 ページを進んでいただきまして、９ページでございます。 

 貸借対照表でございます。新年度分、令和４年度分で期末におけます貸借対照表を載せている

ものでございます。 

 １０ページは、それにつきます注記の部分、説明書でございます。 

 ページを進んでいただきまして、１１ページを御覧を頂きたいと思います。 

 ここからは、今年度分、令和３年度分の予定の損益計算書を載せているとこでございます。先

ほど説明をいたしました経常利益の部分でございますが、下のほう、下から３行目を御覧を頂き

たいと思います。４１４万６,８０８円、この部分が当年度の純利益、先ほどの部分、前年度部

分ということで一致をしてまいります。 

 それから、１２ページでございます。 

 これにつきましては、今年度分の貸借対照表で、期末、つまりは令和４年の３月３１日のとこ

ろでの予定の貸借対照表というものでございます。 

 １３ページにお進み頂きたいと思います。 

 令和４年度分の収益的収入及び支出の部分、この部分から、先ほど申しました３条予算の内訳

について詳細を説明させていただきたいと思います。 

 まず、款の１、水道事業収益でございます。２億２,７６８万円でございます。項の１、営業

収益でございます。１億８５５万円です。内訳といたしましては、目の１、給水収益１億

８２９万６,０００円、これにつきましては、水道の料金収入が１億７５９万１,０００円として

いるものでございます。 

 その下、加入分担金でございます。７０万５,０００円、これにつきましては、１５戸の加入

があるというところで予算を上げているものでございます。 

 それから、目の２、その他営業収益２５万４,０００円でございます。これにつきましては、

津和野町の新畑地区に給水をしております、これに係ります負担金２５万４,０００円を計上し

ているものでございます。 

 項の２、営業外収益でございます。目の１、受取利息及び配当金、これは頭出し１,０００円

でございます。 

 目の２、他会計補助金７,３０１万４,０００円、これは、一般会計からの繰入金ということで

ございます。 

 目の３、長期前受金戻入れでございます。事業を行いますと補助金等が入ってまいりますけれ

ども、その補助金を減価償却に応じまして、順次収益化をしていくというものでございまして、

補助金の内容には、国、県それぞれがございますので、それぞれの種類、項目に分けられている

というものでお読み取りを頂きたいと思います。 
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 ページを進んでいただきまして、１４ページです。 

 次に、支出でございます。 

 款の１、水道事業費用、目の１、営業費用でございます。２億５８５万６,０００円です。目

の１、原水及び浄水費３,３６９万２,０００円でございます。 

 主な内容につきましては、節の１５、光熱水費１,６５１万６,０００円、これは施設の電気料

でございます。 

 その下、節の１７、通信運搬費１３４万円でございます。これは、専用回線の使用料、テレ

メーターの使用料ということになってまいります。 

 その下、節の１９、委託料でございます。１５２万７,０００円、これにつきましては、施設

の除草に係ります経費６６万円。それから、保安協会等に委託をいたします電気設備の点検代に

８６万７,０００円というものでございます。 

 その下でございます。節の２０、手数料です。６６４万６,０００円。これは、水質検査手数

料といたしまして６４３万５,０００円です。これは基準項目の月に一度、水道の水質検査を行

います。それに係る費用でございます。 

 節の２２、修繕費でございます。９０万円。これは、緊急修繕用の予算ということでございま

す。 

 節の２５、工事請負費でございます。５７０万９,０００円。ここに係ります費用につきまし

ては、主なものといたしまして、蔵木、それから六日市浄水場のバックアップ、停電にいたしま

すと発動機が始動いたしまして、発電をいたします。それ用の始動用の設備のバッテリーの交換

工事ということで７７万９,０００円を予定をしております。 

 それから、上向式のろ過池の点検、清掃工事に７５万２,０００円。上向式と申しますのは、

普通、ろ過池ですと水を上からためまして、砂を介しまして下にきれいな水が出てくるというの

が普通でございますが、六日市の施設、それから伊勢原の施設等々は、下から水が上がってきて、

きれいになった水が上に抜けて出ていくという、上向式というそういうろ過池を使用しておりま

して、それに係ります点検と清掃ということでございます。 

 それから、紫外線設備保守点検料といたしまして、２４６万９,０００円。これにつきまして

は、４施設ございまして、蔵木、高尻、それから柿木を給水しております伊豆原、それから大野

原、ここが紫外線の殺菌施設が入っております。この部分に対します保守点検料でございます。 

 それから、もう一つございまして、水質検査の保守と、それから修繕でございます。１５３万

７,０００円を予定をしております。これにつきましては、水質計器でございますので、濁度計

でありますとか、それから滅菌装置でございますとか、そういった水質計器に係る部分でござい

まして、旧六日市町エリア、旧柿木村エリアということで、毎年交互に点検をしながら交互に修
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繕をしておりまして、今回は旧六日市町エリアの部分で修繕を行っていくということになってお

るものでございます。 

 以上が、工事請負費の大まかな内訳でございます。 

 それから、節の２８、薬品費でございます。これにつきましては、滅菌用の薬品、その他凝集

剤等々の薬品代でございます。 

 それから、目の２、配水及び給水費でございます。１,２１５万３,０００円を予定をしており

ます。 

 内訳といたしましては、節の１５、光熱水費１０８万９,０００円、これにつきましては、施

設の電気料でございます。 

 節の１７、通信運搬費でございます。１３６万３,０００円、専用回線の使用料、テレメー

ターに係る部分でございます。 

 節の１９、委託料でございます。主なものといたしましては、漏水調査業務２３９万８,０００円。

昨年発生しました凍害の影響でしょうか、六日市エリアが少し漏水が増えてまいりました。この

まま放っておくわけにもいかないということでございまして、六日市エリアは古い施設でござい

ます。そろそろ布設替えをしていかないといけないということになっとるんですけども、古い施

設がために、仕切り弁が鉄の仕切り弁、今はソフトシールと申しまして、鉄の周りにゴムという

かプラスチックを巻き付けてさびが出ないようになっているんですが、そういったものではなく

て、古い鉄の仕切り弁を使っているという関係で、触りますとさびが出てまいりまして、もう土

色に水道水が濁ってまいりまして、とても飲めたものではなくなってしまう。 

 町の中でございますので、縦横無尽に管路が張り巡らされている関係で、どこを触るとどうな

るかということが非常に分かりづらいということで、なかなか仕切り弁を締めながら、職員が音

を聞いて、そしてその区間区間を決めていくんですけど、そういう作業ができないということで、

この部分につきましては、業者にお願いをしたいということで、この部分の予算を計上している

というふうに御理解を頂きたいと思います。 

 節の２０でございます。手数料です。これは水質検査手数料でございまして、管末検査を

１７か所で各戸にお願いをしてやっていただいているということで、３６５日、毎日検査をした

結果をこちらのほうへ送っていただいとるんでございますけれども、それに係ります経費でござ

います。 

 節の２２、修繕費でございます。３８０万円でございます。これは緊急修繕用、漏水等が発生

しましたときの対応用の経費でございます。 

 節の２５、工事請負費でございます。１１５万３,０００円です。減圧弁の分解点検等という

ふうに記しております。これにつきましては、減圧弁、高尻にございます減圧弁、これを点検修
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理してまいります。３９万８,０００円を予定しております。減圧弁につきましては、配水池と、

それから給水する場所が高い、高度がちょっと違うと、標高が随分ありますと圧が上がってまい

りますので、その圧を減じるための装置ということでございます。これの点検でございます。 

 それから、配水池の清掃作業は７５万４,０００円を予定をしているものでございます。これ

につきましては、蓼野地区、それから、七日市地区の配水池の掃除でございます。 

 常時水がたまっておりますので、水を抜くわけにもまいりません。掃除用のロボットを入れま

して、非常に汚れているというわけじゃないんですけど、どうしてもあかが出てまいりまして、

そういったものが配水池の底にずっとたまってまいります。それをロボットを入れて吸い取ると

いう作業をするわけでございまして、これに係る経費でございます。 

 続きまして、目の３、総係費でございます。２,７７９万４,０００円を予定をしております。

この部分につきまして、１４ページにおきましては、ほぼほぼ職員２名の給与費等が計上されて

いるというふうにお読み取りを頂きたいと思います。 

 それから、節の１３、一番下から２行目でございますけれども、消耗品、図書代というふうに

しております。１２２万３,０００円。主なものといたしましては、量水器の水道メーター、各

戸についております水道メーター、これの購入費ということでございます。 

 ページを進んでいただきまして、１５ページを御覧を頂きたいと思います。 

 支出の続きでございます。 

 節の１９、委託料でございます。４９１万３,０００円。主なものといたしましては、企業会

計の支援業務でございまして、１５９万５,０００円。そのほか、システム等にかかってくるお

金。それから、一番その行の下、メーター検針業務ということで２１０万３,０００円、これに

つきましては、各戸の量水器を検針していただく費用ということでございます。 

 それから、ずっと下がっていただきまして、節の２３、工事請負費１７４万１,０００円でご

ざいます。これにつきましては、メーターの交換経費ということで、１７４万１,０００円でご

ざいます。各戸にあります量水器、水道メーターの交換の工事でございます。計量法によりまし

て、水道メーターは８年に一度、交換をすることになっております。吉賀町につきましては７年、

これは何かあったときに１年、８年で回していきますと期間を超えてしまうものが出てくるとい

うことで、７年で交換をし、遅れていくものについてはその期限内で換えていくという作業をし

ておるものでございまして、それに係る経費ということでございます。 

 節の４１、その他引当金繰入額でございます。２２６万円の予定をしております。この部分に

つきましては、賞与の引当金といたしまして１２４万９,０００円を予定をしております。これ

につきましては、賞与は半年に一度出ておりますけれども、１２月で支払いますと、次は６月と

いうことになります。６月で支払われる金額のうち、１２月から３月までのところについては
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４年度部分ということになってまいりまして、この部分を次年度の６月のところで支払っていく

わけですけれども、会計が変わりますと支払いができません。その部分を引き当てておくという

ものでございます。 

 その他貸倒引当金といたしまして、１０１万６０９円というものを予定をしております。これ

につきましては、１０年以上経過をいたしました水道料金等の滞納部分について、ここに引き当

てておくというものでございます。 

 それから、目の４、減価償却費でございます。１億３,１２１万３,０００円でございます。減

価償却につきましては、それぞれございます。それぞれにお読み取りを頂きたいと思います。 

 それから、目の５、資産の減耗費１００万４,０００円を予定をしております。これにつきま

しては、固定資産の除去費でございまして、現在、大野原の布設替え工事を行っております。そ

の部分の工事に当たりました古い管路の除却費ということでございます。 

 項の２、営業外費用２,１４６万４,０００円でございます。内訳といたしましては、目の１、

支払利息及び企業債取扱諸費でございます。１,５１３万４,０００円でございます。これは、企

業債の利息に充てるものでございます。 

 その下、目の２、消費税及び地方消費税６００万円でございます。 

 その下は予備費といたしまして、３３万円を計上するものでございます。 

 ページを進んでいただきまして、１６ページをお開きください。 

 次に、資本的収入及び支出、４条予算でございます。これの詳細の説明でございます。 

 まず、収入でございます。 

 款の１、資本的収入でございます。１億２,０６３万４,０００円でございます。 

 項の１、企業債です。３,８２０万円。それから、項の２、県補助金、１,６６３万３,０００円、

全てこれは布設替え等にかかってくる経費ということでございます。大野原の布設替えでござい

ます。 

 それから、項の３、他会計補助金、目の１、他会計補助金でございます。６,５２０万

１,０００円でございます。これにつきましては、一般会計からの繰入金というものでございま

す。 

 項の４、工事負担金でございます。目の１、工事負担金６０万円でございます。消火栓の負担

金というふうに書いております。大野原の布設替えに係ります消火栓の設置の費用の負担金とい

うものでございます。 

 続きまして、支出のほうでございます。 

 款の１、資本的支出でございます。１億８,６２６万１,０００円でございます。 

 項の１、建設改良費でございます。目の１、水道施設整備費５,５５５万３,０００円でござい
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ます。主なものといたしましては、節の２５、工事請負費５,４８９万円でございます。先ほど

から説明をしております大野原の布設替えに係る部分でございまして、今年度は、延長といたし

まして約１,１３０メートルを布設替えをしていくと予定にしておるものでございます。 

 続きまして、項の２、企業債償還金でございます。目の１、企業債償還金、１億３,０３７万

８,０００円を予定をしております。 

 その下、予備費でございまして、３３万円を計上しておるものでございます。 

 以上、水道会計予算の詳細説明をさせていただきました。どうぞよろしくお願いをいたします。 

○議長（安永 友行君）  以上で、提案者の提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を許します。質疑はありませんか。 

 １番、桜下議員。 

○議員（１番 桜下 善博君）  この時期に毎回お聞きするんですが、人口は減るし維持管理はか

かるということで、水道料金の値上げについて毎回この時期に聞いて、考えていないということ

なんですが、大体見通しです。これだけ人口が減るということは、やはり収益的にも相当下がる

ので、水道料金の値上げについて、見通しについてお伺いします。 

○議長（安永 友行君）  早川建設水道課長。 

○建設水道課長（早川 貢一君）  ただいまの御質問にお答えをさせていただきたいと思います。 

 議員がおっしゃいますとおりに、今、予算でも説明をさせていただきましたけれども、非常に

厳しい状態が続いておるというところでございます。人口減少等もございますし、それから、施

設といいましょうか、皆様方が持っておりますもの自体がエコになってまいりまして、水道料が

あまりかからない、水がかからない。非常にいいことではあるんですけども、そういった関係の

中で、なかなか料金収入等が伸びていかないということがございます。 

 それに加えまして、今、大野原の布設替えをしておりますけれども、施設全体がもうとにかく

老朽化してまいったということで、更新費用に係りますものも１億、２億というレベルのもので

はないということで、今後、このペースで進めていきますと、もう１００年単位の期間がかかり

ますので、物理的にはもう不可能であるということになりますと、議員がおっしゃいますとおり

そういった部分の料金的なものも、今後考えていかなければいかないということでございます。 

 実は、経営戦略等をつくりますときに、ちょうど時期が企業化するときのタイミングとバッテ

ィングをいたしまして、そのときにはなかなか一緒に作業ができなかったものですから、そうし

たものの戦略等がうまくできませんでした。つくりはいたしましたけども。 

 といいますのはどういうことかと申しますと、更新需要に係る部分について計上することがで

きずに、うまく反映できない。上げていきますよというそういう戦略的にはお話をさせていただ

きましたけど、その後できていなかったということの内容につきましては、そういうことがござ
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いました。 

 まず、そうした更新需要のこれからどのくらいかかっていくのか、それも、今言いましたよう

に、全体を眺めますと、もうとんでもないお金がかかってまいりまして、天文学的なお金になっ

てまいりまして、とても料金に反映するとか何とかすることにはなかなかならないということで、

直近１０年とか１５年とか、そういう我々が届く範囲の区間をもって、どのぐらいの更新費用が

かかってくるのか、しなきゃいけないのかということを、今年１年かけて戦略を練りたいという

ことで、戦略が練り上がりますと、大体、向こうどのぐらいのお金で、どのぐらいの支出が必要

になってくるかということが分かってまいります。 

 そうした部分が分かってまいりますと、じゃあその部分をどう手当てをしていこうかというこ

とが見えてまいります。その部分について、例えば料金のほうを幾ら幾らとか、中期財政計画で

は決まっております部分についても、何らかの検討もできるかなあ、繰入金等の関係等もできる

かなあということも考えているとこでございまして、そういったところも含めまして、今後１年

ないしは来年度のところでは大体の方向性が出て、そうなりますと、今度はいよいよどうやって

いくのかという、審議会等の関係もございますので、そこからは今度は皆様方と御協議をさせて

いただきながら、そういった部分の検討にも入らなくてはいけないのかなという、そういうまだ

決まったわけではございませんけど、私の考えとしてはそんなことを考えているとこでございま

して、はっきり申し上げないところが大変申し訳ございませんけども、そういった部分では、そ

ろそろ具体的な部分も考えていかなければいけない時期に来ているのではないかというふうに考

えているところでございました。 

○議長（安永 友行君）  １番、桜下議員。 

○議員（１番 桜下 善博君）  すごい詳しい説明で、なかなか理解ができたようなできんような

感じですが、要するに考えないけんけども、最初、この会計が変わったときに、３年ごとぐらい

に上げざるを得ないということで、たしか資料をもらって、その数字があったと思うんですが、

そろそろその３年になる、過ぎたんかも分かりませんが、もう上げざるを得ないという時期に来

ていると思うんです。水道料金というのは非常に大事なことなんで、命に関わることなんで、町

民の皆さんも一番関心があると思うんですが、水道料金を上げんということになれば、一般会計

からの繰入れが増えると思うんですが、その辺のところについて、何かもうちょっと見通しが。

一般会計の繰入れが増えるような見通しなのか、それとも水道料金のそもそも値上げをせざるを

得ないのか、もう少し、すいません。 

○議長（安永 友行君）  早川課長。 

○建設水道課長（早川 貢一君）  私が先ほど一般会計というふうに申しまして、繰入金の話をさ

せていただきましたけれども、中期財政計画ではきちっと決まっております。ちょっと私が資料
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を持っていますのが４０年までのところでありますけれども、増えていく要素はございません。 

 今年度部分につきましても、３年から４年につきましては５００万円の減額。シミュレーショ

ンをしましたけど１億三千八百幾ら。その次の来年につきましては、もう１,０００万円ぐらい

から下がってまいります。減の幅はいろいろ波がございますけれども、基本的にはずっと下がっ

ていくということでございまして、４０年に行きますと、今現在１億３,８００万円あるものが

約６,５００万円まで減らされていくということになってまいりまして、これだけ考えましても

非常に会計が苦しくなってくるということでございます。 

 そういったものでございますので、財政サイドとも協議はしておりますけれども、もうそろそ

ろ限界かなあというところで考えております。 

○議長（安永 友行君）  ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  よろしいです。質疑がないようですが、日程第１、議案第２６号令和

４年度吉賀町水道事業会計予算の質疑は保留をしておきます。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．議案第２７号 

○議長（安永 友行君）  日程第２、議案第２７号令和４年度吉賀町下水道事業会計予算を議題と

します。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  それでは、続きまして議案第２７号令和４年度吉賀町下水道事業会計予

算でございます。 

 なお、これにつきましては、このような形での上程は今回が初めてになりますので、どうかよ

ろしくお願いいたします。 

 総則、第１条、令和４年度吉賀町の下水道事業会計の予算は、次により定めるところによる。 

 業務の予定量、第２条、業務の予定量は次のとおりとする。 

 １、処理面積１５９ヘクタール、２、年間総処理水量３０万３,６３０立方メートル、３、

１日平均総処理水量８３２立方メートル、４、主な建設改良事業、補修工事１１４万４,０００円、

収益的収入及び支出、第３条、収益的収入及び支出の予定額は次のとおりと定める。 

 なお、地方公営企業法適用事務等に関する収益的支出に充てるため、企業債３５０万円を発行

する。 

 収入でございます。 

 第１款下水道事業収益２億１,７２２万１,０００円、第１項営業収益５,２２１万円、第２項

営業外収益１億６,５０１万１,０００円。 
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 支出でございます。 

 第１款下水道事業費用２億２,４２５万７,０００円、第１項営業費用１億８,８４６万

８,０００円、第２項営業外費用２,７７９万９,０００円、第３項特別損失７４４万円、第４項

予備費５５万円。 

 資本的収入及び支出、第４条、資本的収入及び支出の予定額は次のとおりと定める。 

 （資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額５,３７９万２,０００円は、引継金１００万

円、当年度分損益勘定留保資金５,２７９万２,０００円で補填するものとする。） 

 収入でございます。 

 第１款資本的収入１億１,９７０万円、第１項企業債２,７５０万円、第２項出資金９,０００万

円、第３項負担金及び分担金２２０万円。 

 支出でございます。 

 第１款資本的支出１億７,３４９万２,０００円、第１項建設改良費１８５万９,０００円、第

２項企業債償還金１億７,１６３万３,０００円。 

 特例的収入及び支出、第４条の２、地方公営企業法施行令（昭和２７年政令第４０３号）第

４条第４項の規定により、当年度に属する債権及び債務として整理する未収金及び未払い金の金

額は、それぞれ９９１万１,０００円及び８１０万４,０００円である。 

 企業債、第５条、起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は次のとおりと定め

る。 

 起債の目的、特定環境保全公共下水道事業３,０３０万円、限度額でございます。農業集落排

水事業、限度額７０万円で、限度額の合計が３,１００万円でございます。 

 なお、起債の方法、利率、償還の方法につきましては、お読み取りを頂きたいと思います。 

 一時借入金、第６条、一時借入金の限度額は１,０００万円と定める。 

 予定支出の各項の経費の金額の流用、第７条、予定支出の各項の経費の金額を流用することが

できる場合は、次のとおりと定める。 

 １、収益的支出、第１款下水道事業費用のうち、第１項営業費用、第２項営業外費用、第３項

特別損失に係る予算額に過不足が生じた場合における項間の流用。２、資本的支出、第１款資本

的支出のうち、第１項建設改良費、第２項企業債償還金に係る予算額に過不足が生じた場合にお

ける項間の流用、議会の議決を経なければ流用することができない経費、第８条、次に掲げる経

費については、その経費の金額をそれ以外の経費の金額に流用し、またはそれ以外の経費をその

経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。 

 １、職員給与費１,４８０万５,０００円であります。 

 令和４年３月４日提出、吉賀町長岩本一巳。 
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 詳細につきましては、担当いたします建設水道課長から御説明申し上げますので、よろしくお

願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  それでは、担当課長よりの詳細説明を求めます。早川建設水道課長。 

○建設水道課長（早川 貢一君）  それでは、議案第２７号令和４年度吉賀町下水道事業会計予算

について、詳細説明をさせていただきます。 

 水道と同じように説明書から説明をさせていただきます。 

 １ページでございます。 

 収益的収入及び支出でございます。これは、さきに述べました３条予算の内訳を説明したもの

でございます。 

 ２ページを御覧頂きたいと思います。 

 資本的収入及び支出でございます。これは４条予算を説明した資料でございます。 

 ３ページでございます。 

 キャッシュフロー計算書でございます。令和４年度部分、期首から期末までのところでのキャ

ッシュフロー、お金の動きを示したものでございます。 

 ５ページから８ページにかけましては、職員２名分の給与費明細書を載せておりますので、お

読み取りを頂きたいと思います。 

 それから、９ページでございます。 

 令和４年度の下水道事業でございます。予定開始貸借対照表でございます。この部分、一番下

側でございまして、未収金というのがございます。これは、先ほど延べました４条の２の部分で、

特例的な収入及び支出に関わる部分、（２）未収金９９１万１,０００円でございます。これに

つきましては、これまで官庁会計でやってまいりましたけれども、４月からは公営企業会計へ移

行いたしまして、出納閉鎖期間がございません。３月３１日をもちまして会計終わってしまいま

すので、それ以降で入ってくるはずの料金収入が計上できないという部分で、ここの部分に未収

金として計上していくというものでございます。 

 それから、そのところでもう一つ未払金というのもございました。これは、電気料等やはり打

切り会計になってしまった関係で払えなくなってしまったもの、この部分について８１０万

４,０００円を計上しておったと思いますけれども、この部分が１０ページの４流動負債という

ところの（２）未払金８１０万４,０００円、ここの部分に計上して未払金として行っていくと

いう、そういう仕組みになっておりますので、御一読いただきたいと思います。 

 それから、１１ページには注記を載せておるところでございます。 

 １３ページです。貸借対照表のこれは期末でございます。期末部分でこうなっていくというも

のの予定でございます。 
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 その次の１５ページ、１６ページには注記を載せておるところでございます。 

 そういたしますと、１７ページから３条予算の収益的収入及び支出につきまして、詳細につい

てを説明をさせていただきたいと思います。 

 収入でございます。款の１下水道事業収益でございます。この部分につきましては、主なもの

といたしましては営業収益でございまして、目の１下水道使用料でございます。５,２２０万

９,０００円、これにつきましては使用料ということで計上しておるものでございます。 

 そのほか項の２は営業外収益ということで、目の１は他会計補助金でございます。これは繰入

金でございます。１億１,４４８万６,０００円。その下、目の２長期前受金戻入でございます。

補助金に係ります部分を収益化していくもの、国費、県費等々ございます。 

 ページを進んでいただきまして、１８ページでございます。支出でございます。款の１下水道

事業費用といたしまして、項の１営業費用でございます。営業費用につきましては、目の１から

６までございます。管渠、それから処理場費、それから総係費、減価償却費、それからその他営

業費用ということになっておるものでございます。 

 主なものを説明させていただきますと、節の部分で光熱水費、上のほうでございます、

４８１万１,０００円、これにつきましては、中継ポンプ等の電気料に係ってくるものでござい

ます。 

 そのほかでいたしますと、目の３処理場費でございます。大きなものといたしましては、委託

料でございます。２,１７６万円を計上しているところでございます。この部分につきましては、

作業委託料といたしまして３６３万４,０００円、この部分につきましては、汚泥の処理費に係

ってくるものでございます。 

 それから、施設の管理委託料１,７９４万５,０００円、これにつきましては、施設を管理して

いただけるよう委託業者に発注をいたします。この部分に係ります経費でございます。 

 そのほかといたしましては、あと修繕料等々が計上されているものでございまして、修繕費と

いたしましては６２７万５,０００円でございます。これにつきましては、六日市浄水場の無停

電用のバッテリーの交換に４５万１,０００円、それからやはり六日市浄水場でございますけれ

ども、紫外線殺菌装置の修繕料に３４２万１,０００円。この紫外線の殺菌装置でございますけ

れども、今２台の装置がございますけれども、１台の装置で稼働させておりましたところ、今、

不明水等の水量が増えてまいりました。不明水と申しますのは、山水等がどうしても管路のほう

へ流入してまいりまして、そういった部分が増えてきたという関係で処理水が増えてまいりまし

た。この辺のところで１台運転ではちょっと間に合わなくなってしまったということで、２台の

運転にしたいということなんですけれども、ずっと１台で運転していた関係で、１台部分が少し

故障しそうだということで、この部分について整備をし、きちっと使えていくというためのもの
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でございます。 

 それから、目の４の総係費でございますが、これにつきましては、主なものといたしまして

２名の職員の給与費等を上げておるものでございます。真ん中どころに委託費６５９万４,０００円

というものがございます。業務運営関係委託料でございまして、これは法的化の支援の業務に対

します支援事業ということで計上しているものでございます。 

 目の５減価償却費１億１,８７０万５,０００円でございます。これにつきましては、減価償却

に係ってくるものでございまして、建物、それから構築物、機械及び装置等々にかかってくる減

価償却分を計上しているものでございます。 

 項の２営業外費用でございます。主なものといたしましては、目の１支払利息及び企業債取扱

諸費でございまして２,２７１万９,０００円、企業債の利息を支払うものでございます。 

 それから、目の３消費税及び地方消費税５００万円を計上しております。 

 ページを進んでいただきまして、１９ページを御覧をいただきたいと思います。 

 続きまして、４条予算、資本的収入及び支出でございます。 

 収入でございます。款の１資本的収入、項の１企業債２,７５０万円でございます。これにつ

きましては、企業債に係る部分を計上しておるものでございます。 

 それから項の２出資金でございます。目の１他会計出資金、一般会計からの繰入金９,０００万

円でございます。その他負担金及び分担金というところで、加入分担金等を計上しておるところ

でございます。 

 ページを進んでいただきまして、２０ページを御覧いただきたいと思います。 

 支出でございます。款の１資本的支出でございます。１億７,３４９万２,０００円でございま

す。項の１建設改良費、目の１下水道施設整備費でございます。１８５万９,０００円の計上。

この工事請負費でございますけれども、補修工事といたしまして１１４万４,０００円、これは

マンホールの段差の解消のための工事ということでございます。それから、維持補修費７１万

５,０００円でございます。これは、柿木の浄水場でございまして、汚泥返送ポンプでございま

す。これの修理をしていくというもので計上させていただいておるものでございます。 

 項の２企業債償還金でございます。目の１企業債償還金１億７,１６３万３,０００円、企業債

を償還する経費というものでございます。 

 以上、詳細の説明をさせていただきました。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  以上で、提案者の提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を許します。質疑はありませんか。６番、松蔭議員。 

○議員（６番 松蔭  茂君）  １３ページの下のほうに未収金、流動資産のところで未収金の次

にある貸倒引当金、これはどういうもんですか。 
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○議長（安永 友行君）  早川課長。 

○建設水道課長（早川 貢一君）  お答えをさせていただきます。 

 貸倒引当金につきましては、水道等におきましては１０年分超えた部分の、滞納部分の焦げつ

いたものということで、そういった部分を計上していく、捨てるという意味ではございませんで、

そういった引当金等へ計上していくというふうにしておりまして、この部分につきましても滞納

部分に係る分というふうになっております。 

○議長（安永 友行君）  ６番、松蔭議員。 

○議員（６番 松蔭  茂君）  この企業会計なかなか難しいんですが、ちょっと今言われたよう

に１０年たって、要するに入る見込みがないというものを貸倒引当金のほうへ充てるということ。

これが増え、ずっと要するに不納欠損というか、そういうことでやるんじゃなしに、引当金とい

うのはずっと残る。残るということは、増えるということでいいんですか。 

○議長（安永 友行君）  早川課長。 

○建設水道課長（早川 貢一君）  説明させていただきたいと思います。 

 企業会計非常に難しゅうございまして、私も全て分かっているわけではございませんが、引当

金に充てたからといってお金が不納欠損とかそういった部分のような扱いになってくるというも

のではございません。損失に備えるというふうな意味合いもございますので、こういうところに

そういうものがあれば引き当てて置いておくということでございまして、決してなくなるという

ものではございません。 

 これが、例えば滞納処理によってまた減っていきますので、現場のほうは。ですから、１０年

たってしまったお金というものは、こういったふうに上げていきますけども、それがずっと重な

っていくというものではなくて、現場の作業によって減っていけば、またこれがその単年度単年

度充てていくお金が減ってくるというふうに考えていただければいいかと思っています。 

 つまりは、１０年を超えた部分については機械的にその部分を、増える分についてはここへ上

げていくというふうに考えていただいて、現場との動きとはちょっとまた別というふうに考えて

いただければと思います。 

 以上でございます。 

○議長（安永 友行君）  １０番、中田議員。 

○議員（１０番 中田  元君）  １８ページの修繕費というのが処理場費の中で説明ございまし

たけれども、紫外線の何とかで、管路に家庭で使ったんじゃなしに流水が入ると言われましたで

すね。流水が入るのは結局お金が余計かかるわけですが、逆に流水が減ったとき、逆に汚水が町

なかに、中には井戸水を使う方もおられるかもしれませんが、そういうふうなところに逆に出る

ということが考えられるんじゃないかと思いますが、そういうことはあるのかないのか。あれば
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その修理、当然管路の、必要じゃないかと思うんです。その辺はいかがなものかなと思いまして、

ちょっとお聞きいたします。 

○議長（安永 友行君）  早川課長。 

○建設水道課長（早川 貢一君）  御家庭のほうに逆流をするという意味でよろしゅうございまし

ょうか。 

○議員（１０番 中田  元君）  入るのはいいのですが、汚水が逆に外に漏れるということはな

いのか。 

○建設水道課長（早川 貢一君）  圧はかかってまいりませんので、基本的には漏れないというふ

うに考えています。１００％じゃあ漏れないのかといいますと、それは物理的なものでございま

すから言えませんが、理論的に言って水道管のように圧をかけて、そして各家庭に給水するとい

う水道の方式ではなくて、流れてくるものを受け取るということでございまして、まず家庭のほ

うからマンホールまでのところにおいては、基本的には漏れないと思います。 

 私がよくマンホールポンプ、マンホールポンプと言っておりますけれども、これが故障しまし

たとか修繕しますとか言っていますけど、マンホールポンプにためていきますと、ここから今度

圧送をかけますので、圧送といいますのは、今度勾配を無視して上のほうに向いて上がっていく。

その場合に圧送管が漏れる場合はないとは言えませんが、家庭から今のたまりますマンホールポ

ンプまでのところでは流入、ただ高い所から低い所へ流れていくという、そういうシステムにな

っていますので、基本的には家庭のほうでは漏れない。 

 ただし、マンホールポンプが故障いたしまして、停電等で、その場合にマンホールポンプの汚

水を施設に送ることができなくなった場合に、マンホールポンプがあふれますと管路にあふれま

して、管路から家庭のほうへ下手をするとあふれるという危険性はございますが、通常の場合に

おいてそういったものは考えられないというふうにこちらでは考えているところです。 

○議長（安永 友行君）  ほかにありませんか。よろしいです。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑がないようですので、日程第２、議案第２７号令和４年度吉賀町下

水道事業会計予算の質疑は保留をしておきます。 

 ここで、１０分間休憩します。 

午前10時05分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前10時16分再開 

○議長（安永 友行君）  それでは、休憩前に引き続き、会議を再開します。 

────────────・────・──────────── 
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日程第３．議案第２８号 

○議長（安永 友行君）  日程第３、議案第２８号令和４年度吉賀町興学資金基金特別会計予算を

議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  それでは、続きまして議案第２８号令和４年度吉賀町興学資金基金特別

会計予算であります。 

 令和４年度吉賀町興学資金基金特別会計予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算、第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１,４４５万２,０００円と

定める。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表歳入歳出予算による。 

 令和４年３月４日提出、吉賀町長岩本一巳。 

 おめくりいただきまして、第１表歳入歳出予算。 

 まず、歳入でございます。 

 款１財産収入、項１財産運用収入１,０００円、款３繰入金、項１基金繰入金７９２万円、

２他会計繰入金５万９,０００円、款５諸収入、項１貸付金元利収入６４７万２,０００円、これ

に伴います歳入合計１,４４５万２,０００円であります。 

 ２ページは歳出でございます。 

 款１総務費、項１総務管理費１,４４５万２,０００円、歳出合計も同額でございます。 

 事項別明細書以降につきましては、所管いたします総務課長が御説明申し上げますので、よろ

しくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  それでは、担当課長よりの詳細説明を求めます。野村総務課長。 

○総務課長（野村 幸二君）  それでは、議案第２８号令和４年度吉賀町興学資金基金特別会計予

算について説明を申し上げます。 

 予算書をおめくりいただきまして、６ページをお開きください。 

 歳出から説明を申し上げます。 

 総務費、総務管理費、１、一般管理費、００２一般事務管理費５万９,０００円、これはその

下の明細に書いてございますとおり、興学資金審査会の委員に係る部分、報酬として５万

１,０００円、それからその下が、費用弁償として８,０００円の予算計上でございます。 

 それから、その下、００３貸付金、これは文字どおり貸付金ですけれども、内訳について申し

上げておきたいと思います。既存の貸付け者に係る部分、これが１２名おられまして４３２万円、

それから新規の貸付け、これを１０人と見込みまして３６０万円、合計いたしまして７９２万円

の予算計上でございます。 
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 それから、その下です、２財産管理費、００３基金積立金ということで６４７万３,０００円、

返還される部分というところで見ていただければと思いますけれども、内訳を申し上げますと、

令和４年度分として６１８万円、それから滞納部分がございまして、それを２９万２,０００円、

それから利子分といたしまして、これは３００円というふうに見ております。合計いたしまして

６４７万３,０００円の予算計上でございます。 

 それでは、戻っていただきまして５ページです。 

 歳入でございます。 

 財産収入、財産運用収入、１、利子及び配当金でございます。利子として１,０００円の予算

計上。 

 それから、その下の繰入金、基金繰入金、１、興学資金基金繰入金といたしまして７９２万円、

先ほど歳出で申し上げました貸付金と同額というところで見ていただければと思います。 

 それから、その下の繰入金、他会計繰入金、１、一般会計繰入金です。その他繰入金として

５万９,０００円、これについては先ほどの歳出で申し上げました審査会委員、審査会に係る経

費というところ、同額の予算計上でございます。 

 それから、その下の諸収入、貸付金元利収入、１、貸付金元利収入、上の興学資金基金貸付金

元利収入です。これは先ほど積立金のところで申し上げました令和４年度返還金に係る部分とい

うところでの６１８万円の予算計上。 

 さらに、その下です。滞納繰越分興学資金基金貸付金元利収入ということで、これも先ほど積

立金で申し上げました２９万２,０００円の予算計上というところで見ていただければというふ

うに思います。 

 以上で説明をおわります。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  それでは、提案者の提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を許します。質疑はありませんか。ありませんか。よろしいです。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑がないようですので、日程第３、議案第２８号令和４年度吉賀町興

学資金基金特別会計予算の質疑は保留をしておきます。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．議案第２９号 

○議長（安永 友行君）  日程第４、議案第２９号令和４年度吉賀町国民健康保険事業特別会計予

算を議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  続きまして、議案第２９号令和４年度吉賀町国民健康保険事業特別会計
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予算であります。 

 令和４年度吉賀町国民健康保険事業特別会計予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算、第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ７億６,７９８万６,０００円

と定める。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表歳入歳出予算による。 

 歳出予算の流用、第２条、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により、歳出予算の各

項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 （１）保険給付費の各項に計上した予算に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの

経費の各項間の流用であります。 

 令和４年３月４日提出、吉賀町長岩本一巳。 

 おめくりいただきまして、第１表歳入歳出予算の、まず歳入でございます。 

 款１国民健康保険税、項１国民健康保険税９,２９７万７,０００円、款２使用料及び手数料、

項１手数料４万８,０００円、款３国庫支出金、項１国庫負担金１,０００円、２国庫補助金

１,０００円、款４療養給付費等交付金、項１療養給付費等交付金１,０００円、款６県支出金、

項１県負担金・補助金５億９,４８５万４,０００円、款７財産収入、項１財産運用収入

２,０００円、款８繰入金、項１他会計繰入金７,９９９万４,０００円、款９繰越金、項１繰越

金１,０００円、款１０諸収入、項１延滞金加算金及び過料３,０００円、２雑入１０万

４,０００円、歳入合計は７億６,７９８万６,０００円でございます。 

 ３ページからは歳出でございます。 

 款１総務費、項１総務管理費３,０４３万３,０００円、２徴税費１３０万４,０００円、３運

営協議会費１９万７,０００円、款２保険給付費、項１療養諸費４億９,３３６万４,０００円、

２高額療養費８,２４８万４,０００円、３移送費２,０００円、４出産育児諸費１６８万円、

５葬祭諸費６０万円、款３国民健康保険事業費納付金、項１医療給付費分９,７８５万５,０００円、

２後期高齢者支援金等分３,２８３万１,０００円、３介護納付金分８５７万２,０００円、款

７共同事業拠出金、項１共同事業拠出金３,０００円、款３保健事業費、項１保健事業費

４５５万円、２特定健康診査等事業費９０９万２,０００円、款９基金積立金、項１基金積立金

２,０００円、款１０諸支出金、項１償還金及び還付加算金５０万５,０００円、款１１予備費、

項１予備費４５１万１,０００円であります。これに伴います歳入合計は７億６,７９８万

６,０００円となるものでございます。 

 事項別明細書以降につきましては、所管いたします保健福祉課長のほうから御説明申し上げま

すので、よろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  それでは、担当課長よりの詳細説明を求めます。永田保健福祉課長。 
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○保健福祉課長（永田 英樹君）  それでは、議案第２９号令和４年度の吉賀町国民健康保険事業

特別会計予算の詳細説明をさせていただきます。 

 予算書の１０ページをお開きいただきたいと思います。 

 それでは、歳出のほうから説明をさせていただきます。 

 款１総務費、項１の総務管理費の一般管理費でございます。こちらについては国保会計に必要

な事務費分について計上させていただいております。 

 まず、００１の人件費部分につきましては、２名分の職員の人件費を計上させていただいてお

るところでございます。 

 それから、ページ中ほどにございます００２一般管理事務費５９５万９,０００円、こちらに

つきまして主なものといたしましては、昨年より導入をしております国保会計の標準システムの

システム保守の委託料、こちらが大きなところを占める予算となっておるところでございます。 

 それから、目２連合会負担金でございます。こちらにつきましては島根県の国保連合会、こち

らのほうに電算処理部分等々の業務を委託しております委託料、それから実際に国保連合会でそ

れぞれの保険者が負担をいたします負担金部分、こちらのほうを総額で９２４万５,０００円ほ

ど計上させていただいておるものでございます。 

 続きまして、１１ページのほうを御覧をいただきたいと思います。 

 款１総務費の徴税費について、賦課徴収費でございます。こちらにつきましては会計年度任用

職員分の報酬と手当関係を計上させていただいております。こちらにつきましては現在、税務住

民課のほうに配置をしております徴税専門員、こちらのほうの人件費につきまして、国保分につ

いて県の徴税交付金等々が財源として充てられるということがございまして、こちらのほうに

２分の１部分を計上させていただいておるものでございます。 

 それから、中ほどにありますのは、町の国保運営協議会の必要経費を１９万７,０００円計上

させていただいております。 

 それから、１１ページ下、款２の保険給付費、項１の療養諸費でございます。こちらにつきま

しては療養費、総額で４億９,３３６万４,０００円を総額で計上させていただいております。こ

れは前年度と比較いたしますと約３.９％増ということで、令和２年度につきましては、新型コ

ロナ感染症の関係で受診控え等々がある中で、医療費が抑制されておりましたけれども、令和

４年度の実績状況等々を見る中で、徐々に今、増加に転じておるというようなところから、それ

ぞれの療養給付費、様々な区分がございますけれども、区分ごとに実績を積み上げまして、その

推計を積み上げたものが今回の当初予算案となっておるものでございます。 

 一般の療養給付費、こちらにつきましては、こちらが大部分を占めますけれども、４億

９,０２４万３,０００円を計上させていただいておるものでございます。 
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 以下、次ページの１２ページのほうには、一般被保険者の療養費、主には補装具等々の給付に

必要な費用ですけれども１１４万７,０００円、それから国保連合会等々の支払いに必要な手数

料１７２万４,０００円を計上させていただいておるものでございまして、こちらにつきまして

は、対前年と比較いたしまして１,１６０万１,０００円の増額とさせていただいておるところで

ございます。 

 １２ページの中段のところは、項２の高額療養費、医療費が、自己負担が高額になったときに

支払いさせていただくものですけれども、こちらも給付費の増と併せまして９８６万２,０００円、

対前年度と比較して増額となっておりまして、こちらにつきましては８,２３８万３,０００円を

予算計上させていただいておるところでございます。 

 それから、１３ページのほうに移っていただきまして、ページ中ほどから下ですけれども、項

４の出産育児諸費の出産育児一時金、こちらについては例年のように４件分を計上させていただ

いております。１６８万円でございます。 

 一番下の葬祭費でございますけれども、２０件分の６０万円を計上させていただいておるとこ

ろでございます。 

 それから、１４ページに移っていただきまして、基本的に保険の運営につきましては、島根県

のほうで保険事業の納付金、こちらのほうを納付してまいりますので、それぞれ令和４年度に必

要な県への納付金、医療給付分、それから後期高齢者の支援金分、介護納付金分を県のほうから

令和４年度、試算の通知がございましたので、その試算に基づきまして、一般被保険者の医療費

分といたしまして９,７８５万５,０００円、後期高齢者の支援分といたしまして３,２８３万

１,０００円、介護納付金で８５７万２,０００円をそれぞれ計上させていただいておるものでご

ざいます。 

 １５ページに移っていただきまして、続いては保険事業費のほうでございます。こちらにつき

ましては、いわゆる健診等に係る費用をのせさせていただいておるところでございます。 

 まず、項１の保険事業費の保健衛生普及費、こちらについてでございます。００６の健康診査

事業費４２６万１,０００円、こちらにつきましては業務関係の委託料といたしまして、３年前

より実施をいたしておりまして、令和４年度で４年目に突入いたしますＡＩを活用した受診勧奨

のほうを実施をさせていただきたいと思っております。こちらについて３９５万７,０００円で

ございます。 

 受診率、ＡＩを活用した受診勧奨によりまして、ここ数年、県下でも上位の受診率を維持して

おります。令和３年度につきましても今年の３月１日現在の状況で受診率が５５.３％というこ

とで、県内保健者の中で１位という状況でございます。そういったところから、本事業による勧

奨の効果は十分得られているということで、引き続き業務関係の委託を行いまして、令和４年度
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も実施をしてまいりたいというふうに考えておるところでございます。 

 それから、中ほどにございます項２の特定健康診査等事業費、こちらにつきましては特定健診

に係る費用を計上させていただいております。００３のところにつきましては金額が９０９万

２,０００円でございます。こちらの主なものといたしましては、いわゆる集団と医療機関に委

託をして実施をいたします特定健診の健診委託料ということで、こちらにつきましては集団と医

療機関委託、併せて約６５０名分の予算を計上しておるところでございます。それと併せまして、

国保の被保険者の方を対象とした人間ドックのほうにつきましても９０人分の予算を確保し、実

施をしてまいる予定でございます。 

 それから、その下、がん検診の負担金でございますけれども、こちらについては従来までの胃

がん、子宮がん、肺がん、これに加えまして、先般、全員協議会のほうで説明をさせていただき

ました大腸がん検診の４５０人分、こちらのほうの費用を、自己負担分を計上させていただいた

１１０万１,０００円のほうを今年度予算計上させていただいておりまして、検診費用の負担軽

減を図ることで、引き続き受診率の向上につなげてまいりたいという考えでございます。それと

併せまして、特定健診の負担金、こちらも先ほども申し上げました６５０人分の、お一人当たり

１,０００円の負担金の助成をさせていただく金額を計上させていただいておるものでございま

す。 

 歳出のほうは以上でございまして、続いて歳入でございます。 

 ５ページをお開きいただきたいと思います。 

 款１の国民健康保険税のところでございます。まず、一般被保険者国民健康保険税、それぞれ

こちらにつきましては、医療分、介護分、後期分、現年分と滞納分がそれぞれございますけれど

も、こちらについては令和３年度見込みを参考に計上させていただいておりまして、収納率につ

いては９７.５％を想定しておるところでございます。そういったところから、前年度と比較い

たしますと５８８万６,０００円の減額となっておるところでございます。 

 それから、５ページ中段のところにあります退職被保険者につきましては、制度がもう終了し

ておりますので、滞納分のみの計上をさせていただいておるところでございます。 

 それから、６ページのほうに移っていただきたいと思います。 

 それぞれ項目ごとに計上させていただいておりますけれども、６ページ、一番下の大きいもの

でいいますと、款６の県支出金の保険給付等交付金でございます。こちらのほうが５億７,５８５万

円ということで、こちらにつきましては先ほど歳出のほうで説明をさせていただきました保険給

付費分、これが県のほうから全額交付されてまいりますので、同額を計上させていただいておる

ところでございます。 

 それから、７ページのほうに移っていただきまして、同じく県からの交付金の中で、特別交付
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金の枠がございますけれども、こちらのほうが１,９００万４,０００円を計上させていただいて

おります。調整交付金として入ってまいります部分１,１９１万１,０００円と、それから先ほど

歳出のほうで説明をさせていただきました特定健診の実施に係る県分の負担金２５４万４,０００円、

それから昨年までは国からの助成金というか、負担金ということで計上しておりましたＡＩを活

用した受診勧奨、こちらのほうにつきましては県のほうの特別交付金の充当が見込まれるという

ことで、こちらのほうに保険事業分として４５４万８,０００円を計上させていただいておるも

のでございます。 

 それから、７ページ中段の款８の繰入金で、一般会計からの繰入金でございます。必要分の繰

入れでございますけれども、まず、一番上にあります保険基盤安定繰入金、こちらについては保

険税の軽減分、７割、５割、２割軽減がございますけれども、こちらの国、県、町の財源を活用

いたしまして繰入れのほうをさせていただいておるところでございます。保険者支援分について

も同様でございます。基盤安定の繰入金といたしまして３,８２８万円を計上させていただいて

おります。 

 それから、職員給与関係、事務費関係の繰入れ、出産育児一時金等の繰入れがございまして、

財政安定化支援事業の繰入金、いわゆる保険者の責任によらぬ部分の負担増に対する繰入金とい

うことで１,１８９万７,０００円を計上させていただいております。 

 それから、福祉医療等の県単事業による波及影響分への措置ということで１６３万７,０００円

を計上させていただいております。 

 歳入の主だったところについては以上でございまして、歳入歳出のところで余剰となります部

分につきましては、１６ページの予備費のほうに４５１万１,０００円計上をさせていただいて

おるものでございます。 

 以上で詳細説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  以上で、提案者の提案理由の説明は終わりました。 

 これより質疑を許します。質疑はありませんか。４番、桑原議員。 

○議員（４番 桑原 三平君）  ２月の８日の全員協議会のことで、大腸がん検診の自己負担額の

無料化について、ちょっと確認のためにお聞きします。 

 この助成対象、４０歳以上の吉賀町民と書いてあるわけですが、国保の被保険者の中に限ると

いう理解をしていいのか。それともほかの健保等の保険者でもこの大腸がん検診をしたら負担が

なくなるのか、そこら辺をちょっと確認させていただきたいと思います。 

 それと、この国保会計の療養費と、入院等を何度かした場合、負担が、例えば月末に１日ほど

入院したと、その３１日に入院してずっと経過したわけですが、その場合、一月分の負担がかか

るということをお聞きしているのですが、これはちょっと一般質問みたいな感じになるかも分か
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りませんが、日割計算というようなことはないわけですね。その辺、ちょっと確認。 

○議長（安永 友行君）  永田保健福祉課長。 

○保健福祉課長（永田 英樹君）  お答えをいたします。 

 まず、大腸がん検診の自己負担額の助成について、４０歳以上の吉賀町民ということで、まず、

今回説明させていただいた予算については国保の被保険者の方ということになっております。そ

れ以外の方々への助成はどうなのかという御質問だったと思いますが、そちらのほうにつきまし

ては、いわゆる一般会計のほうの予算のほうに計上させていただいて対応してまいりたいと、そ

ういった形で助成のほうを検討しておるということでございます。 

 それから、国保の高額の関係でございますけれども、いわゆる月末に入院された方の医療費の

高額はどのような計算になるかという御質問かと思います。基本的に高額の算定につきましては

月単位の算定になりますので、例えば月末に入院をされて手術をされて、その後、月をまたいで

治療をされたときには、それぞれの別の月、例えば今月入院をされて、来月まで至った場合は、

３月は３月分の基準額で算定をさせていただき、４月は４月分ということで別々に算定をさせて

いただきますので、その月にどれだけの自己負担があって、基準額をどれだけ超えられたかとい

うことで高額の算定をさせていただいておるというような仕組みになっております。 

 以上でございます。 

○議長（安永 友行君）  １番、桜下議員。 

○議員（１番 桜下 善博君）  ちょっとお聞きしますが、昨年もお聞きしたのですが、人口が減

っているのに個人的な保険の負担が高くなっている、島根県でも上位に上がっているということ

だったのですが、その理由として何人かが高額な治療、高度な治療を受けているということが原

因の一つというふうに言われたのですが、その傾向は今も続いているのでしょうか。 

○議長（安永 友行君）  永田保健福祉課長。 

○保健福祉課長（永田 英樹君）  たしか、一昨年ぐらいの状況の中で、やはり医療費が高騰して

おりまして、その要因、大きなものとしては、いわゆる悪性新生物、がんの医療費がかかってい

るということでございます。その傾向については、やはり小さい単位になってまいりますので、

１人の高額の方が出ると、やっぱり影響というのは大きいというふうに思っております。現状、

そういった部分については今、落ち着いておる状況ですが、今後やはり新たにそういった方々が

出てまいりますと、当然医療費に占める割合というのは大きくなってくるということでございま

す。それを抑制していくためには、やはり早期発見、早期治療しかございませんので、今回提案

をさせていただいております大腸がん検診の無償化の導入というようなところで、そういったと

ころに対応してまいるよう、今、制度を整えておるところでございます。 

○議長（安永 友行君）  ほかにありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑がないようです。日程第４、議案第２９号令和４年度吉賀町国民健

康保険事業特別会計予算の質疑は保留をしておきます。 

────────────・────・──────────── 

日程第５．議案第３０号 

○議長（安永 友行君）  日程第５、議案第３０号令和４年度吉賀町後期高齢者医療保険事業特別

会計予算を議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  続きまして、議案第３０号令和４年度吉賀町後期高齢者医療保険事業特

別会計予算であります。 

 令和４年度吉賀町後期高齢者医療保険事業特別会計予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算、第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２億５,９１５万５,０００円

と定める。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表歳入歳出予算による。 

 令和４年３月４日提出、吉賀町長岩本一巳。 

 おめくりいただきまして、第１表歳入歳出予算の歳入でございます。 

 款１後期高齢者医療保険料、項１後期高齢者医療保険料７,０３８万９,０００円、款２使用料

及び手数料、項１手数料８,０００円、款４繰入金、項１一般会計繰入金１億８,６５８万

３,０００円、款５繰越金、項１繰越金１,０００円、款６諸収入、項１延滞金加算金及び過料

３,０００円、２償還金及び還付加算金１９万６,０００円、５雑入１９７万５,０００円、歳入

合計が２億５,９１５万５,０００円でございます。 

 ２ページは歳出でございます。 

 款１総務費、項１総務管理費２７９万円、款２後期高齢者医療広域連合納付金、項１後期高齢

者医療広域連合納付金２億５,６１６万９,０００円、款３諸支出金、項１償還金及び還付加算金

１９万６,０００円、これに伴います歳出合計が２億５,９１５万５,０００円となるものでござ

います。 

 事項別明細書以降につきましては、所管いたします保健福祉長のほうから御説明申し上げます

ので、よろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  それでは、担当課長よりの詳細説明を求めます。永田保健福祉課長。 

○保健福祉課長（永田 英樹君）  失礼いたします。それでは、議案第３０号令和４年度吉賀町後

期高齢者医療保険事業特別会計予算の詳細説明をさせていただきます。 

 予算書は７ページをお開きいただきたいと思います。 
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 まず、歳出からでございます。 

 款１総務費、項１の総務管理費の００２の一般管理事務費でございます。８１万６,０００円

でございます。こちらのほうは、主には保険証の夏頃に更新時期がございますけれども、そちら

の保険証の郵送料、非常に大事なものでございますので、特定記録等々で郵送させていただく費

用６８万３,０００円を計上させていただいております。 

 それから、００３の健康診査事業費１９７万４,０００円でございます。こちらについては後

期高齢者医療の加入された被保険者の方々の健診、それから人間ドックの助成でございまして、

健診の委託料につきましてはこちらも先ほどの国保と同様、医療機関と集団健診をそれぞれ想定

をしておりまして、健診のほうにつきましては１００人分を想定をしておるところでございます。 

 それから、人間ドックの助成につきましては、こちらについては１１３万円でございますけれ

ども、通常の人間ドックを２６人分、それから脳ドックを１４人分計上させていただいておると

ころでございます。 

 それから、款２の後期高齢者医療広域連合への納付金でございます。こちらについては令和

４年度、２億５,６１６万９,０００円計上させていただいております。こちらにつきましては令

和４年度の納付見込みということで、広域連合のほうから連絡のありました数字を計上させてい

ただいておるものでございまして、中身につきましては広域連合の事務費分の負担金、それから

医療費に係る負担金、こちらが１億３,６４８万７,０００円、それから歳入のほうで計上させて

いただいております令和４年度の後期高齢者医療の保険料分、こちらも全額納付をさせていただ

きますので、こちらが７,０３９万３,０００円です。それから、広域連合の保険基盤安定のため

の負担金、こちらが４,１９６万７,０００円、これらを合わせました合計額のほうを計上させて

いただいておるところでございます。 

 それから、８ページのほうに移っていただきまして、諸支出金の償還金及び還付加算金でござ

います。例年、資格異動、あるいは保険料の賦課変更等によりまして、過年度分の保険料の還付

が生じてまいりますので、実績等々に基づきまして、前年度分の還付額のほうを１９万５,０００円

計上させていただいておるところでございます。 

 続きまして、歳入のほうに移らせていただきます。 

 ５ページをお開きいただきたいと思います。 

 款１後期高齢者医療保険料、項１の後期高齢者医療保険料でございます。こちらにつきまして

は総額で本年度、７,０３８万９,０００円計上させていただいておりまして、前年度と比較いた

しまして７０９万９,０００円の増となっておるところでございます。こちらの保険料につきま

しても、後期高齢者の広域連合のほうが試算を行います数値を参考に用いておりまして、保険料

については年金から直接引かせていただく特別徴収と納付書等々によって納めていただく普通徴
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収がございますけれども、大体、特別徴収の割合を８５％で算定をさせていただいておるところ

でございます。 

 それから、５ページ中ほどにあります款４の繰入金、項１の一般会計からの繰入金でございま

す。まず、特別会計の事務に必要な事務費の繰入金８０万７,０００円を計上させていただいて

おりまして、あとは先ほど説明をさせていただきました広域連合への納付金、こちらと同額をそ

れぞれの区分ごとに計上させていただいておるものでございます。基盤安定の繰入金等々が減額

となっております関係で、対前年度比と比較いたしますと１,３８４万２,０００円の減額となっ

ておるところでございます。 

 それから、６ページのほうに移っていただきまして、６ページ中段にあります諸収入の償還金

及び還付加算金の１９万６,０００円、それから一番下の雑入のところの雑入です。こちらにつ

いて１９７万４,０００円計上させていただいておりますけれども、こちらにつきましては過年

度分の還付、それから健診費用に係る、事業に係る費用、こちらにつきましては広域連合のほう

から全額給付をされてまいりますので、同額のほうを計上させていただいておるものでございま

す。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  以上で、提案者の提案理由の説明は終わりました。 

 これより質疑を許します。質疑はありませんか。よろしいです。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑がないようですので、日程第５、議案第３０号令和４年度吉賀町後

期高齢者医療保険事業特別会計予算の質疑は保留をしておきます。 

────────────・────・──────────── 

日程第６．議案第３１号 

○議長（安永 友行君）  日程第６、議案第３１号令和４年度吉賀町介護保険事業特別会計予算を

議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  続きまして、議案第３１号令和４年度吉賀町介護保険事業特別会計予算

であります。 

 令和４年度吉賀町介護保険事業特別会計予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算、第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１１億２,３８９万円と定

める。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表歳入歳出予算による。 

 歳出予算の流用、第２条、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により、歳出予算の各
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項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 （１）保険給付費の各項に計上した予算に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの

経費の各項間の流用であります。 

 令和４年３月４日提出、吉賀町長岩本一巳。 

 おめくりいただきまして、第１表歳入歳出予算。 

 まず、歳入でございます。 

 款１保険料、項１介護保険料１億８,１６３万４,０００円、款２使用料及び手数料、項１手数

料１万１,０００円、款３国庫支出金、項１国庫負担金１億６,８０２万２,０００円、２国庫補

助金１億２,４６０万２,０００円、款４支払基金交付金、項１支払基金交付金２億７,４７２万

７,０００円、款５県支出金、項１県負担金１億４,７１３万６,０００円、３県補助金９３１万

８,０００円、款６財産収入、項１財産運用収入１,０００円、款７繰入金、項１他会計繰入金

２億１,５３８万９,０００円、款８繰越金、項１繰越金１,０００円、款９諸収入、項１延滞金

及び過料２,０００円、２雑入３０４万７,０００円、これに伴います歳入合計が１１億

２,３８９万円でございます。 

 おめくりいただきまして、２ページは歳出でございます。 

 款１総務費、項１総務管理費４,９３４万１,０００円、３介護認定審査会費１,４２１万

７,０００円、款２保険給付費、項１介護サービス等諸費８億５,１４３万８,０００円、２介護

予防サービス等諸費２,８９５万３,０００円、３その他諸費８６万９,０００円、４高額介護

サービス等費２,９２５万４,０００円、７特定入所者介護サービス等費５,５５４万１,０００円、

１０高額医療合算介護サービス等費３７１万２,０００円、款４基金積立金、項１基金積立金

１,０００円、款５地域支援事業費、項１介護予防・生活支援サービス事業費３,３１２万円、

２一般介護予防事業費１,４５１万３,０００円、３包括的支援事業・任意事業費２,５０１万

２,０００円、５その他諸費１６万円、款６諸支出金、項１償還金及び還付加算金１０万

１,０００円、款７予備費、項１予備費１,７６５万８,０００円であります。これに伴う歳出合

計は１１億２,３８９万円となるものでございます。 

 事項別明細書以降につきましては、所管いたします保健福祉課長のほうから御説明申し上げま

すので、よろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  それでは、担当課長よりの詳細説明を求めます。永田保健福祉課長。 

○保健福祉課長（永田 英樹君）  それでは、議案第３１号令和４年度吉賀町介護保険事業特別会

計予算の詳細説明をさせていただきます。 

 予算書の９ページをお開きいただきたいと思います。 

 まず、歳出からでございます。 
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 款１総務費、項１の総務管理費の一般管理費でございます。こちらにつきましては、まず人件

費ということで、２名分の職員の人件費を計上させていただいております。 

 それから、００２の一般管理事務費、こちらにつきましては、３,４８７万９,０００円を計上

させていただいておるものでございます。主な内容といたしましては、給付適正化に係るアドバ

イザーの方への費用弁償、それから、報酬等々につきます部分の報奨金を６７万円、それから、

業務運営関係委託料といたしまして、地域包括支援センターに必要な経費、こちらについて社協

のほうに委託しておりますけれども、こちらのほうが２,２１９万５,０００円、それから、介護

保険関係の事務処理システムがございますけれども、そういったシステムの保守でありますとか、

システム改修の委託料等々が必要となってまいりますので、その部分を計上させていただいてお

るところと、給付適正化に向けた内容の分析、それから、ケアプラン点検などの費用２３４万

４,０００円、それから、介護保険システムの機器のリース料等の部分を３５９万５,０００円、

主なものとして計上をさせていただいておるところでございます。 

 それから、１０ページのほうに移っていただきまして、同じく総務費の項３の介護認定審査会

費の認定調査費でございます。こちらにつきましては、１,４２１万７,０００円ということで、

直営体制を強化しております認定調査業務、こちらのほうに必要な会計年度任用職員２名分の人

件費と、それから、審査判定に必要な主治医の意見書の作成料の委託料３４１万９,０００円、

それから、審査会のほうを益田の広域連合のほうでやっていただいておりますので、その部分に

必要な負担金ということで６１３万１,０００円を計上させていただいておるものでございます。 

 １０ページ中ほどからは、款２の保健給付費のほうに入ってまいります。 

 まず、項１の介護サービス等諸費でございます。こちらのほうが総額で８億５,１４３万

８,０００円ということで、保険給付費全体の８７.８％を占めるわけでございますが、対前年と

比較いたしますと約１０.７％減少いたしまして、金額は１億１,５９６万７,０００円の減とな

っております。こちらのほうにつきましては、認定者数、それから、サービス受給者数等々が減

少しているというようなところもございましての減額もありますけれども、１１ページのほうに

移っていただきまして、上から２つ目の目５の施設介護サービス給付費、こちらのほうが前年度

と比較いたしまして、１億９５２万９,０００円減額となっております。こちらについては、先

般、金曜日のところで、令和３年度の介護保険会計の補正予算のほうを上程させていただきまし

たけども、そちらのほうでも７,１４１万７,０００円の減額となっております。そういった状況

を反映させていただきまして、令和４年度につきましても、引き続き、施設介護サービス費の給

付費については減少していくだろうというところで、令和４年度につきましては、４億６,２９２万

５,０００円を計上させていただいておるところでございます。 

 それから、居宅における福祉用具の購入費、それから住宅改修費、サービスを受ける際に必要
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となります介護サービス計画の給付費などを計上させていただいておるものでございます。 

 いずれも現状からの実績等々から推計をさせていただいた数値を計上させていただいておりま

す。 

 １２ページのほうに移っていただきまして、保険給付費の、今度は項２の介護予防サービス等

諸費のほうに移らさせていただきます。主には、要支援によりまして介護予防のサービスを受け

る方でございますけれども、こちらのほうにつきましては、前年よりも総額で１０６万８,０００円

ほど上昇しているという状況にございます。それぞれ介護予防の方の介護予防給付費分というこ

とで２,１５９万５,０００円、以下、介護サービスと同様に福祉用具の購入費、それから、

１３ページのほうに移っていただきますと、住宅改修費、介護予防のサービス計画の作成に係る

部分５１３万円をそれぞれ計上させていただいておるところでございます。 

 それらの給付に係る審査費用、こちらのほう、国保連合会のほうに納付してまいりますので、

それに必要な手数料分８６万９,０００円を一番下のところに計上させていただいておるところ

でございます。 

 それから、１４ページのほうに移っていただきまして、続いては、項４の高額介護サービス費

でございます。月当たりの利用料が限度額を超えた方に対して支給をさせていただくもの、こち

らのほうを２,９２５万３,０００円、前年度と比較しまして若干増やさせていただいております。

こちらの金額のほう計上させていただいております。 

 それから、１４ページの中段、項７の特定入所者介護サービス等諸費、こちらにつきましては、

いわゆる施設入所者の方々で低所得者の方への食事料あるいはホテルコスト等につきましての補

足給付部分でございまして、こちらのほうを５,５５３万８,０００円計上させていただいておる

ところでございます。 

 それから、１５ページのほうに移っていただきまして、中段のほうには、項１０の高額医療合

算介護サービス等費、こちらのほうを３７１万１,０００円計上させていただいております。い

わゆる１年間の中で医療も使われる、介護も使われるというような方々の合算した負担額が高額

となった場合に、基準を超えた方々へお支払いをする制度でございます。 

 それから、１６ページ、ここからは、保険給付から変わりまして、款の５の地域支援事業のほ

うに移ってまいります。 

 項１の介護予防生活・支援サービス事業費、こちらにつきましては、３,０４３万２,０００円、

対前年比較といたしまして４２２万８,０００円の増となっておるところでございます。こちら

については、いわゆる要介護認定を、あるいは、要支援の認定等を受けずに、簡易なチェックリ

ストを活用する形で早期にサービスが利用できる制度でございまして、ホームヘルプサービスあ

るいは通所サービス等々を見込んでおるところでございます。 
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 それから、１６ページの中段、一般介護予防事業費でございます。 

 まず、一番上に出てまいります介護予防把握事業費、こちらについて１７５万３,０００円で

ございますけれども、今、８期計画の１年目ということで、１年目が終了し、残り２か年となっ

てまいりますけれども、最終年に向けては、第９期の介護保険事業計画の策定作業に入ってまい

らなければならないということで、そこを想定した第９期に向けたニーズ調査のほうを令和４年

度実施をしてまいりたいというふうに考えています。その部分の経費を計上させていただいてお

ります。 

 それから、介護予防普及啓発事業費、こちらについては、８５４万１,０００円で業務運営関

係委託料が大部分を占めてまいりますけれども、こちらについては、各種介護予防教室などの委

託料を計上させていただいておるものでございます。 

 続いて、その下にございます地域住民グループ支援事業費３０２万円、こちらについては、こ

ちらも社協のほうに委託しておりますふれあいサロンの委託料を計上させていただいておるとこ

ろでございます。 

 それから、１７ページのほうに移っていただきまして、地域リハビリテーション活動支援事業

費１１９万９,０００円でございます。こちらについては、各種介護予防教室あるいはサロン等

へのリハビリの専門職のほうを派遣する事業でございまして、作業療法士、理学療法士などの専

門職を派遣を行ってまいる計画でございます。 

 それから、１２ページの中ほどにあります項３の包括的支援事業・任意事業費でございます。

こちらにつきましては、地域包括支援センターを設置しておりまして、その包括が実施しなけれ

ばならない基本的な３事業、総合相談事業、それから権利擁護事業、それから包括的・継続的マ

ネジメント支援事業、こちらのほうを例年どおりの金額で計上させていただいておるところでご

ざいます。 

 １８ページのほうに移っていただきたいと思います。 

 同じく包括的支援事業・任意事業費の関係で、今度は任意事業となってまいりますけれども、

任意事業の実施をしておりますものに、大きなものといたしましては、００３の食の自立支援事

業７５９万２,０００円の委託料がございますが、これは、いわゆる配食サービス事業でござい

まして、こちらのほうを令和４年度も引き続いて実施をしてまいりたいというふうに考えており

ます。 

 それから、その次の生活支援体制整備事業につきましては、こちらのほう８５４万円でござい

ます。こちらのほうにつきましても、地域で安心して生活をしていくための生活支援体制の整備

に向けた事業内容の検討等というようなところで計上させていただいておるところでございます。 

 それから、その下の在宅医療と介護連携の推進事業費３８万円でございますが、こちらにつき
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ましても、例年の８万円から３０万円増額という状況でございます。こちらについては、今後、

在宅での医療・介護を推進していくために必要となってまいりますアドバンス・ケア・プランニ

ング、いわゆる自分自身でどのような医療を受けたいのか、あるいは、どのような介護を受けた

いのかというようなところ、利用者の方が決定していくというような、それを最大限尊重した形

で決定していくというような啓発を含めました啓発活動のほうをこちらの事業で、令和４年度よ

り強化してまいりたいというふうに考えておるところでございます。 

 それから、認知症総合支援事業費につきましては、いわゆる認知症の初期の方へ集中的に支援

を行う部分、こちらのほうを数年前から継続して取り組んでおりますので、引き続き実施をして

まいりたいというふうに考えております。 

 歳出の主なところは以上でございまして、続いて、５ページの歳入のほうに移っていただきた

いと思います。 

 まず、款１保険料の項１の介護保険料、第１号被保険者介護保険料でございます。こちらにつ

いては、現年分ということで、１億８,１４２万１,０００円を見込んでおるところでございます。

令和３年の１１月をベースにいたしまして試算をした数字でございまして、徴収率につきまして

は９９.７％を想定しておるところでございます。この部分につきましては、いわゆる第１段階

から第３段階までの低所得者分の軽減、こちらのほうを反映しておりまして、そちらの金額につ

いては１,７２６万５,０００円、こちらのほうの軽減を反映した数字となっておるところでござ

います。 

 それから、５ページの中段から国庫支出金になってまいりますけれども、項１の国庫負担金、

それから、項２の国庫補助金、それぞれございますけれども、そちらにつきましては、それぞれ

給付費、該当経費につきまして、いわゆる法廷負担分の割合を乗じたものを計上させていただい

ておるものでございます。 

 それが、ページをめくっていただきまして、６ページ、それから、６ページ下からは県支出金

になってまいりますけれども、そちらについても全て法廷負担割合に基づき数字を上げさせてい

ただいておるものでございます。 

 ７ページにつきましては、中段にあります款７の繰入金、一般会計からの繰入金でございます

けれども、こちらにつきましても、町の法定負担割合部分と、それから、歳出で説明させていた

だきました職員の人件費、それから、事務費に関わる部分の繰入金を入れさせていただいており

まして、７ページの下の段のところにつきましては、先ほど保険料のところで説明させていただ

きました低所得者の軽減分の金額１,７２６万５,０００円、同額を上げさせていただいておりま

す。 

 それから、８ページのほうに移っていただきまして、繰越金、諸収入、雑入等々がございます



- 131 - 

が、一番下の任意事業負担金ということで２８８万５,０００円、こちらにつきましては、任意

事業で実施をいたします食の自立支援事業、いわゆる配食サービス分の自己負担分を計上させて

いただいておるところでございます。 

 以上、歳入歳出合わせまして余剰となる財源につきましては、予算書１９ページ一番下のとこ

ろの予備費のほうに１,７６５万８,０００円を計上させていただいておるものでございます。 

 以上が詳細説明でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  以上で、提案者の提案理由の説明が終わりました。 

 ここで、質疑の前に、先に休憩します。休憩後に質疑を行います。休憩します。 

午前11時22分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時31分再開 

○議長（安永 友行君）  それでは、休憩前に引き続き、会議を再開します。 

 議案第３１号の介護保険事業特別会計の説明が終わったところです。 

 これより質疑を許します。質疑はありませんか。６番、松蔭議員。 

○議員（６番 松蔭  茂君）  １８ページの認知症初期集中支援チーム員、これはどういう事業

をやるんですか。それと、これ、初期認知症というのはどういう段階まで言うのか。何人ぐらい、

今、町内におられるのか。それから、初期認知症かな、こういう方がどの程度の人を認知症初期

というのか、それがどのぐらいいらっしゃるのかということです。 

○議長（安永 友行君）  永田保健福祉課長。 

○保健福祉課長（永田 英樹君）  認知症初期集中支援チームに関する御質問ということ、まず、

そもそもどういったことをするのかという御質問についてお答えさせていただきますと、いわゆ

る在宅で生活されておられて、加齢、要は、年を取られることによって徐々に認知症等について

進行してくるというふうに認識をしておるところでございます。 

 認知症について、まだ具体的にこうすればいいという特効薬的なものは今現在ない状況でござ

いますけれども、認知症初期の段階において必要な医療機関へのつなぎでありますとか、あるい

は、適切な生活支援のサービス、こういったものを早期の段階から組み合わせていくことによっ

て認知症の進行を遅らせたりとか、あるいは、仮に進んだにしても、在宅で可能な限り生活が継

続できるよう、初期の段階から医療機関等々から情報を頂く中で、研修を受けた支援員というの

が町内にはドクターもはじめ介護・医療の専門職の中に複数名おりますので、そういったところ

が支援をしていこうというようなところがこの制度の中身でございます。 

 じゃ、どの程度、初期の支援が必要な職員、対象がいるかというようなところについて、なか

なかちょっと把握が難しい部分がございまして、全体像についてはちょっと把握できていないん
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ですけれども、いわゆる我々だけではなくって、通常の開業医の先生方、そういったところに受

診をされておられる中で、例えば、薬についての、どうも服薬が進んでいないとか、あるいは、

同じような訴えを何度も何度もされるとか、通常よりも状態等々が変わった場合においては、認

知症の初期症状がが疑われるというようなところから、専門医へつなげていくことなどの情報提

供のほうを、町であったり、あるいは、地域包括支援センターのほうであったり、そういったと

ころに寄せていただくように、年１回の医療機関の連携会議の中でも御案内をさせていただいて

おるところでございます。 

 現状、それがちょっと、今、何人ぐらいいるかというようなところは把握しておりませんけれ

ども、そういった形で、なるべく初期の段階で把握をさせていただきまして、適切な支援あるい

は医療につなげてまいりたいというふうに考えておるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（安永 友行君）  ６番、松蔭議員。 

○議員（６番 松蔭  茂君）  この認知症というのはなかなか難しいと思うんですよ。年を取っ

たら必ずなるとも限らないし、若年認知症というのを聞いておりますけど、大体一人住まいの、

男女問わず、そういう人はあまり外へ出ない人が多い、特に年を取ると。 

 それで、どうも、失礼な言い方だけど、おかしいのうというのは、やっぱりあるんですよね。

そういうのを医者に行ったら、今のように薬がなかなか減らんとか、減り過ぎるとか、そういう

ことで、医療機関では分かることもあるかも分かりませんが、そうでない人なんかは、誰かがこ

れを通報して、どうもあれ、まともじゃないような気がするというような、そういうことでやる

わけではないんですね。 

 その辺、なかなか難しいと思うんですよ。だんだん一人住まいの人が多い。それで、今のよう

に孤独死につながったり、その辺の見極めは何かいい案がありますか。 

○議長（安永 友行君）  永田課長。 

○保健福祉課長（永田 英樹君）  議員御指摘のとおり、独居の方々が増えていったり、昨今のコ

ロナ禍の状況によって、いろいろ地域での、いわゆる交流の場といいますか、それとか、福祉的

な集まりの場、そういったところになかなか出ていかれないというようなところから、引きこも

りがちになって、いわゆる認知症の進行につながっているのではないかというようなそういった

ところが懸念されるのではないかといったところは、それは本当御指摘のとおりだというふうに

思っております。 

 初期集中支援チームが全ての御家庭を回って調査をするというわけではなくて、あくまでもど

れだけ地域内、町内にそういったアンテナを張りめぐらせるのかなというようなところになって

くるんじゃないかと思います。 
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 そういった中で、引きこもりといいますか、なかなか最近外に出ることがなくなった高齢者の

方がおられるとか、いろんな情報が寄せられてくる仕組みをいかにつくるかだというふうに思っ

ておりますので、基本的には、地域の民生委員さんにもお願いをしておりますし、あるいは、

様々な方々への御協力なども今、検討しておるところでございます。 

 可能であるかどうかは分かりませんが、例えば、地域の郵便局との包括連携協定なども結んで

おりますので、例えば、配達員さんのほうで、何か変わったことがあったら情報をお寄せいただ

くというような中で、じゃ、実際に支援に、あるいは民生委員さんの方から情報を頂くというよ

うなところを直接、そこの方々が対応するというのではなくて、町の職員であったり、社協の職

員がその場に出向かしていただいて状況を把握し、なおかつ、その中で個別の支援会議などを開

催をさせていただいて、こういった支援が必要だ、その中で、例えば、認知症が疑われるので初

期の支援につなげていくことが必要だというような、いわゆるネットワーク的なつながりのある

ような仕組みを検討してまいりたいというふうに考えておるところでございます。 

 なかなか具体的にこうしますというようなところが申し上げられないんですが、いかに、本当

に地域の中でそういったアンテナ、ネットワークを構築していくかが重要なポイントになるので

はないかというふうに考えておるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（安永 友行君）  １０番、中田議員。 

○議員（１０番 中田  元君）  １１ページの介護給付費のことでお伺いいたします。 

 ５の施設介護サービスのところで、昨年より１億９５２万９,０００円と減額になっておりま

す。これが、内容が、この介護サービス全体もどこもマイナスついて減額、大変いいことだと思

うんですが、この施設給付費が特に大きな金額ですが、その原因としたら、施設に入る方が減っ

たのか、ちょっとそういう、聞こえたのも聞こえたんですが、その辺がマイナスにできる原因は

どういうところにあったのかというところをちょっとお聞きしたいんですが。 

○議長（安永 友行君）  永田課長。 

○保健福祉課長（永田 英樹君）  原因はいろいろとございますけれど、やはり一番大きいのは、

いわゆる六日市病院の老人保健施設、こちらのほうが１５４床最初はあったわけなんですけれど

も、こちらのほうが、現在１２０床に下がり、なおかつ、今、令和４年の４月に向けては、こち

らのほう８０床にしていくというようなところで、実際には７４床減少してまいりますので、こ

の部分が非常に大きいというふうに思っております。 

 それにも、実際、そういったところが大きいわけなんですが、実際に、吉賀町の施設サービス

費、いわゆる全体の介護サービス費の中で施設に占める割合というのが非常に突出をしておると

いうような状況でございます。他の保険者と比べて、やはり高い状況ですので、その中には、い
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わゆる施設でなくても在宅でも生活できる方、こういった方々が入所しているようなケースもあ

るのではないかというふうに思っております。 

 施設の減少と合わせて、町のほうといたしましても、いわゆる給付費が高騰している中に、や

っぱりそういった給付費の適正化事業というものも合わせて取り組んでおりまして、いわゆる必

要な方が必要なところでサービスを受けていただくというようなところの適正化に向けたところ

でありますとか、あるいは、実際にサービスを利用するに当たっては要介護認定等々を受けてい

ただくわけですけども、初期の段階での調査だけではなく、いわゆる更新の部分につきましても、

町のほうが認定調査のほうを直営で実施をさせていただき、目線の統一を図るような形で調査を

させていただく形での認定そのものの適正化もしていきたいなというふうに思って、今、取り組

んでおるところでございます。 

 それとか、あとは、実際のサービスを受ける際のケアプランの中身などについても、これまで

作成する事業所に任せていった部分も、そこについても町として職員を派遣する形でチェックを

させていただくというような様々な取り組みをさせていただきまして、そういった部分の相乗的

なところにより、今回このような形で給付費、いわゆる施設サービス費の減額が起きてきている

のではないかなというふうに思っておるところでございます。 

 一番大きいのは、やはり病院自体のベッド数、こちらが下がってきたというところが非常に大

きな要因ではないかというふうに考えておるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（安永 友行君）  １０番、中田議員。 

○議員（１０番 中田  元君）  今の課長の言われるとおり、病床が減ったからということと、

ケアプランも職員等の派遣等でいろいろ努力はされておるかと思いますが。 

 ただ、六日市病院が１４５から１２０床というような、減って、この方たちというのは、先ほ

ど言われたように、在宅でもできる方がおられたから、自宅に戻ったといえばそれまでかも分か

りませんが、ある程度、ベッドにおらないけない方も出られたんじゃないかと思うんですが、そ

ういう方のしっかり配慮はされておると思いますが、そういう方はおられなかったというわけで

すか。ただ減して、それじゃ、悪いとこもうなくなったんじゃけ出え出えということになったの

か、その辺はいかがなんですか。 

○議長（安永 友行君）  永田課長。 

○保健福祉課長（永田 英樹君）  実際入所されておられる方は、要は介護保険の認定を受けて、

入所の、要は要件を満たしておられる方を受け入れておられるわけですから、そこについては、

事業者と入所者との間にきちんとした契約に基づいて入所されていると思います。 

 それを、事業所側の一方的な都合によって退所を求めるとか、そういったことはできないとい
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うふうに考えておりますので、当然退所に至るには、その辺の十分な事前の協議なり、受入先が

確保できた形での退所につながっているというふうに考えておるところでございます。 

○議長（安永 友行君）  １１番、庭田議員。 

○議員（１１番 庭田 英明君）  関連でお聞きします。こうやって給付が減るのは大変結構なこ

とだと思うんですけど、先ほどの適正化のことでちょっと話がありましたけど、うがった見方じ

ゃないんですけど、給付費を抑制するために、介護認定なりの認定のハードルを少し上げて認定

されとるというようなことはありませんか。例として、介護認定を受けとった人が、次の年に要

支援になったという例もありますので、その辺のところで、適正な認定がされとるとは思います

けど、その辺、さじ加減がないかどうかというのをお聞きしたいと思います。 

 それと、１６ページのふれあいサロンの件なんですけど、ふれあいサロンが行われている場所

並びに、利用者の方から見れば、この予算というのは少し、地域の人とかいろいろな方の善意に

頼り過ぎとるところがあるんじゃないかと私は思っておるわけです。もう少し予算をつけるべき

だと思いますが、その辺のお考えをお聞きしたいと思いますし、これ、企画になるかもわかりま

せんけど、今の自治振興奨励金をここにつぎ込むということは可能なのかどうかということを併

せてお聞きしておきたいと思います。 

○議長（安永 友行君）  永田課長。 

○保健福祉課長（永田 英樹君）  まず、認定調査のところについてということで御質問、いわゆ

る給付の適正化といいつつ、ハードルをちょっと上げた形で認定を厳しくしているんじゃないか

というような御指摘だろうかと思いますけども。 

 基本的には、我々はそういったことがないように、あくまでも基準というものをきちっとした

ものを、国の示す基準に基づき、なおかつ調査員には、きちっと県等々で実施をされます研修の

ほうを受けていただき、一つ一つの部分にぶれることがないよう、きちっとした明確な基準をも

って判断をさせていただくというようなところで対応しておりますので、そのような、人によっ

て多少こうチェックの項目を高めに見たりとか低めに見たりとか、そういったことはないという

ふうに思っていますし、実際そういうことがあるべきではないというふうに思っておりますので、

適切な調査を実施してできているのではないかなといったところで、この辺につきましては、来

年度以降も継続をしていきたいというふうに思っておるところでございます。 

 それから、サロンの状況でございますけれども、今、社協のほうからでは、一応、町内で

３５地区を対象に実施をしておるところでございまして、なかなかコロナの感染拡大等々の影響

がありまして、町内発生した場合においては、そういった高齢者中心のイベントなどについては

ちょっと控えていただいたりしておりました関係で、参加者のほうについては、令和３年度につ

いては、ちょっと減少しているというような報告を受けているところでございます。 
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 ３０２万円の委託料、こちらのほうについては、サロンの活動、それぞれ地区ごとの活動が円

滑にいくように、社協の職員の人件費部分、こちらについても、サロン専属ということではない

んですけれども、一応０.５人分ほどの人件費をつけさせていただいて、コーディネーター的な

ところでそれぞれの地域の方々が円滑に実施できるように、サポート員のほうも確保して対応さ

せていただいているところでございます。 

 それ以外のところでは、いろいろと、例えば感染の関係がありますので、マスクなどの必要な

備品などの配布を行ったりとか、消毒用品の配布をさせていただいていたり、様々な形で、具体

的なところでは、地区当たり、大体１万５,０００円ぐらいの助成をさせていただいておるとこ

ろでございます。 

 今、特段この部分について、いわゆる改善要望ですとか、そういったところについてはまだ上

がってきておりませんけれども、実際、こういった支援が欲しいというような、また、具体的な

ものがありますと、それは、また社協さんを通じて協議のほうをしていただければ、当然、今後

の介護予防でもそうですし、認知症予防、様々なところでサロン活動というのは非常に有効な事

業ではないかというふうに認識しておりますので、今後も継続し、なおかつ、活動の充実につな

がるというようなものでございましたら、そういった支援につきましても、また検討させていた

だきたいというふうに考えておるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（安永 友行君）  自治振興奨励金の関連の件については、一般会計のほうに、議題外のよ

うな気がしますんで、その際に考えを回答してもらいます。 

 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  よろしいです。 

 それでは、質疑がないようですので、日程第６、議案第３１号令和４年度吉賀町介護保険事業

特別会計予算の質疑は保留をしておきます。 

 それでは、ここで昼休み休憩とします。休憩します。 

午前11時55分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時00分再開 

○議長（安永 友行君）  それでは、休憩前に引き続き、午後の会議を開きます。 

────────────・────・──────────── 

日程第７．議案第３２号 

○議長（安永 友行君）  日程第７、議案第３２号令和４年度吉賀町小水力発電事業特別会計予算
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を議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  それでは、議案第３２号令和４年度吉賀町小水力発電事業特別会計予算

の上程を行います。 

 令和４年度吉賀町小水力発電事業特別会計予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算、第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ６,３５８万５,０００円と

定める。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表歳入歳出予算による。 

 令和４年３月４日提出、吉賀町長岩本一巳。 

 おめくりいただきまして、第１表歳入歳出予算、歳入でございます。 

 款１発電事業収入、項１売電収入６,３５７万２,０００円、款２財産収入、項１財産運用収入

１万１,０００円、款４繰越金、項１繰越金１,０００円、款５諸収入、項１雑入１,０００円、

歳入合計が６,３５８万５,０００円でございます。 

 ２ページは歳出でございます。 

 款１総務費、項１施設管理費４,１８０万４,０００円、款２諸支出金、項１諸支出金

２,１２８万１,０００円、款７予備費、項１予備費５０万円、これに伴います歳出合計

６,３５８万５,０００円でございます。 

 事項別明細書以降につきましては、所管いたします柿木地域振興室長のほうから御説明申し上

げますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  それでは、担当課長より詳細説明を求めます。山根柿木振興室長。 

○柿木地域振興室長（山根 徳政君）  そういたしますと、議案第３２号令和４年度吉賀町小水力

発電事業特別会計予算の詳細について説明させていただきます。 

 まず、歳出のほうでございます。６ページを御覧いただきたいと思います。 

 款１総務費、項１施設管理費、１一般管理費でございます。００１人件費につきましては、一

般職１名分の職員の給与関係でございます。続いて、００２でございます一般事務管理費、これ

については、発電所の管理人及び作業員の人件費等になっております。一番下の公課費でござい

ます。今年度は４００万円を見込んでおります。 

 続きまして、２財産管理費でございます。７ページに進んでいただきまして、主に維持管理費

についてでございます。００４基金積立金につきましては、今年度２,６４４万７,０００円を見

込んでおります。 

 続きまして、款２諸支出金、項１諸支出金でございます。１補償費につきましては、昨年度同

様１２８万１,０００円を計上しております。 
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 ３繰出金でございます。一般会計への繰り出し、昨年度から２,０００万円の繰り出しを計上

しております。同額でございます。 

 款７予備費、項１予備費、１予備費でございます。昨年同様５０万円の計上としております。 

 続きまして、歳入でございます。５ページのほうを御覧いただきたいと思います。 

 款１発電事業収入、項１売電収入、１売電収入でございます。昨年同様６,３５７万２,０００円

を見込んでおります。 

 款２財産収入、項１財産運用収入でございます。１利子及び配当金、昨年度より３,０００円

増額いたしまして１万１,０００円、基金利子を計上しております。 

 款４繰越金、項１繰越金、１繰越金でございます。１,０００円見込んでおります。 

 款５諸収入、項１雑入、１雑入についても１,０００円見込んでおります。 

 以上となります。よろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  以上で、提案者の提案理由の説明は終わりました。 

 これより質疑を許します。質疑はありませんか。６番、松蔭議員。 

○議員（６番 松蔭  茂君）  既に聞いておるとは思うんですが、売電料ね、それは今何ぼなの

か。それと、これ契約で中電が、その金額がいつまでという契約があると思うんですが、それだ

けちょっと先に聞きます。 

○議長（安永 友行君）  山根室長。 

○柿木地域振興室長（山根 徳政君）  お答えいたします。 

 売電料につきましてでございます。１時間に１９８キロワットで、１キロワット当たり３４円

で計算のほうをしております。売電先につきましては、吉賀電力のほうを通じての売電という形

になっております。（「契約期間。期間」と呼ぶ者あり）契約期間については──すいません、

契約期間については今日資料を持ち合わせておりませんでしたので、後日にさせていただきたい

と思います。 

○議長（安永 友行君）  ６番、松蔭議員。 

○議員（６番 松蔭  茂君）  ぜひ、今、最終的には中電が買うんやろうと思うんやけど、変動

するから、それによって対策も取られるかと思うので、この水力発電所の設備をついこの前やり

替えたので当分次はないかと思いますが、大体３０年から５０年でまたやり替えにゃいけん。先

の話であるけど。それはそれで、ここに利子及び配当金というのがあります。この配当金という

のは何ですか。 

○議長（安永 友行君）  山根室長。 

○柿木地域振興室長（山根 徳政君）  お答えいたします。 

 基金を積み立てております、それに対する利子でございます。 
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○議長（安永 友行君）  ６番、松蔭議員。 

○議員（６番 松蔭  茂君）  ６ページにあります島根県水力発電協会負担金、この水力発電協

会というのは何をするんですか。どっちにしても何ぼか払うんでしょう。１３万３,０００円か。

特に何をしてどういう加入者にメリットがあるのか。 

○議長（安永 友行君）  山根室長。 

○柿木地域振興室長（山根 徳政君）  島根県の小水力発電協会でございますが、吉賀町を含めま

して、たしか３施設だったと思われます、所属している町村が。町が管理しておるところとＪＡ

が管理しておるところもございまして、メリットといいますか、施設を持っておる町村の情報共

有とかが図られているというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（安永 友行君）  ほかにありませんか。岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  ちょっと説明不足もあったかも分かりませんが、前段の契約の期間でご

ざいますが、当初は中電さんのほうへ売電していまして、もともとの御案内のとおり、ＪＡさん

の施設を無償で譲渡していただいて、それで先ほど言いました単価のおおむね３分の１で売電を

しておりましたが、御案内のとおり、国の政策で固定価格買取制度のＦＩＴができましたので、

それに移行して、当然４億円ぐらいの投資はいたしましたが、それをもって売電料が約３倍にな

って、先ほど室長が言った３４円何がしかの金額になるということで、国の政策である固定価格

買取制度ですから、平成２０年代の後半だったと思いますが、そこから始めて固定価格買取制度

は制度的には２０年ですから、仮に平成２５年に契約をしておればそれから２０年まで、平成

３０年に契約をしておればそれから２０年まで、この間が固定価格買取制度で３４円何がしかが

保障されるということです。裏を返せば、２１年たったら元の単価へ戻るかも分かりませんが、

そのときの単価はまた今から交渉する。こういうことになりますから、いずれ何十年か先には施

設の更新が必要になる。その間に有利なその単価の間に子育て支援もしますし、もう一つは改定

の基金で、先ほどありました２,６００万円ぐらいを少しずつ積み上げをして、基金のいわゆる

貯金をして、次の更新に向けての費用を賄っていこうと、こういう図式です。 

 それから、今の協会の負担金ですが、これ、自治体がやっておるものは吉賀町と、それから安

来、奥出雲は議会のほうで視察に行かれましたけど、あとやっぱり多いのは、歴史的にはＪＡさ

んが、農業協同組合さんが運営をしておられる施設が非常に多ございまして、ですから、官の施

設もあれば、民間のいわゆる団体の施設もあるということで、そうした団体が寄り合っていろい

ろなさっき言いました情報提供と、もう一つは売電単価の問題がありますから、おおむねは中電

さんが元になりますから、そことのいわゆる売電単価の交渉をしたり、そうしたことをやるとい

うことで、情報提供と研修会をやったり研さんをする。もう一つは、団体をもっていわゆる電気
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事業者との交渉をすると。こうしたことが主な島根県小水力発電協会の業務になるというふうに

思います。ですから、我々といたしましても非常にメリットが大きゅうございますので、こちら

のほうへ負担金を支払う。同じようにここから、島根県の協会から今度は中国の協会もあります。

中国地方の。そちらのほうへも上納していくということで、そうした図式で今運営しておる協会

のほうへ参画をさせていただいていると、こういうことでございます。 

○議長（安永 友行君）  ありませんか。よろしいです。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑がないようです。 

 日程第７、議案第３２号令和４年度吉賀町小水力発電事業特別会計予算の質疑は保留をしてお

きます。 

────────────・────・──────────── 

日程第８．議案第３３号 

○議長（安永 友行君）  日程第８、議案第３３号令和４年度吉賀町一般会計予算を議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  そういたしますと、議案第３３号令和４年度吉賀町一般会計予算でござ

います。 

 令和４年度吉賀町一般会計予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算、第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ７２億８,４４９万

８,０００円と定める。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表歳入歳出予算による。 

 債務負担行為、第２条、地方自治法第２１４条の規定により債務を負担することができる事項、

期間及び限度額は、第４表債務負担行為による。 

 地方債、第３条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債

の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、第５表地方債による。 

 一時借入金、第４条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最

高額は、１０億円と定める。 

 歳出予算の流用、第５条、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項

の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。（１）各項に提示をした給

料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費

の各項間の流用でございます。 

 令和４年３月４日提出、吉賀町長岩本一巳。 

 おめくりいただきまして、第１表は歳入歳出予算のまず歳入でございます。 
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 款１町税、項１町民税２億４３２万２,０００円、２固定資産税２億５,９１８万４,０００円、

３軽自動車税２,６３０万６,０００円、４町たばこ税３,５５０万円、５入湯税３４０万

４,０００円、款２地方譲与税、項１地方揮発油譲与税１,３１４万２,０００円、２自動車重量

譲与税３,９９１万８,０００円、４森林環境譲与税３,２８８万８,０００円、款３利子割交付金、

項１利子割交付金７１万円、款４配当割交付金、項１配当割交付金１７６万３,０００円、款

５株式等譲渡所得割交付金、項１株式等譲渡所得割交付金２４２万７,０００円、款６法人事業

税交付金、項１法人事業税交付金８９４万７,０００円、款７地方消費税交付金、項１地方消費

税交付金１億３,８５９万９,０００円、款８環境性能割交付金、項１環境性能割交付金４１５万

４,０００円、款９地方特例交付金、項１地方特例交付金４３４万１,０００円、款１０地方交付

税、項１地方交付税３５億９,２３０万５,０００円。 

 次のページに入ります。 

 款１１交通安全対策特別交付金、項１交通安全対策特別交付金２９万２,０００円、款１２分

担金及び負担金、項１分担金１,３７８万２,０００円、２負担金２,５２６万４,０００円、款

１３使用料及び手数料、項１使用料８,３４７万９,０００円、２手数料１,７２３万５,０００円、

款１４国庫支出金、項１国庫負担金４億３１１万７,０００円、２国庫補助金３億８,５９０万

５,０００円、３委託金１６５万８,０００円、款１５県支出金、項１県負担金２億９８９万

７,０００円、２県補助金２億７,３６８万８,０００円、３委託金４,１９９万１,０００円、款

１６財産収入、項１財産運用収入６７０万８,０００円、２財産売払収入２５万円、款１７寄附

金、項１寄附金１,３０１万円、款１８繰入金、項１特別会計繰入金２,０００万円、２基金繰入

金５億３,８４６万９,０００円、款１９繰越金、項１繰越金１,０００円。 

 ３ページに入ります。 

 款２０諸収入、項１延滞金、加算金及び過料２０万円、２町預金利子５,０００円、３貸付金

元利収入２,１２６万６,０００円、４受託事業収入６５６万円、５雑入２,７５１万３,０００円、

款２１町債、項１町債８億２,６２９万８,０００円、これによります歳入合計７２億８,４４９万

８,０００円でございます。 

 ４ページからは歳出となります。 

 款１議会費、項１議会費７,０２７万８,０００円、款２総務費、項１総務管理費９億

２,００７万２,０００円、２徴税費５,６８８万４,０００円、３戸籍住民基本台帳費

２,７２９万８,０００円、４選挙費２,４３５万２,０００円、５統計調査費５５万円、６監査委

員費１６９万１,０００円、款３民生費、項１社会福祉費１１億１,３８２万５,０００円、２児

童福祉費５億３,３６６万１,０００円、３生活保護費８,３４４万９,０００円、款４衛生費、項

１保健衛生費４億７２５万８,０００円、２清掃費１億８,１３６万２,０００円、３水道事業費
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１億３,８２１万５,０００円、款５労働費、項１労働諸費５１８万４,０００円、款６農林水産

業費、項１農業費４億５８６万８,０００円、２林業費３億２,９５２万円、３水産業費３２万

３,０００円、款７商工費、項１商工費１億２,４４２万４,０００円、款８土木費、項１土木管

理費２億７,４０７万６,０００円、２道路橋梁費２億８,４０５万６,０００円、３河川費

４,８４３万６,０００円、４都市計画費５万９,０００円、５住宅費１億８,０２４万

８,０００円、款９消防費、項１消防費２億８,７０４万９,０００円、款１０教育費、項１教育

総務費２億７,１３３万円、２小学校費３億１,８５５万円、３中学校費５,０９８万円、４社会

教育費１億７,３３４万５,０００円、５保健体育費６,６１１万７,０００円、款１２公債費、項

１公債費９億３万８,０００円、款１４予備費、項１予備費６００万円、これに伴います歳出合

計が同じく７２億８,４４９万８,０００円となるものでございます。 

 ６ページ、第４表は債務負担行為でございます。 

 まず、吉賀町障がい者総合支援センター管理運営事業費でございまして、期間は令和５年度か

ら令和８年度までで、限度額は５,２３８万２,０００円、吉賀町老人福祉センターはとの湯荘管

理運営事業費、令和５年度から同年度までで７６１万５,０００円、吉賀町健康増進交流促進施

設むいかいち温泉ゆ・ら・ら管理運営事業費、令和５年度から同年度で２,６７８万５,０００円

の限度額でございます。 

 ７ページは、第５表の地方債でございます。 

 起債の目的、１、過疎対策事業債３億７,８６０万円、２、合併特例事業債２億１,９４０万円、

３、防災対策事業債１４０万円、４、公営住宅建設事業債１億３,５６０万円、５、緊急自然災

害防止対策事業債４,６１０万円、６、緊急防災・減災事業債５９０万円、７、臨時財政対策債

３,９２９万８,０００円でございます。 

 なお、起債の方法、利率、償還の方法につきましては、記載のとおりでございます。お読み取

りを頂きたいと思います。 

 それでは、８ページ以降の事項別明細書につきましては、所管いたします総務課長のほうから

るる説明をさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  それでは、担当課長よりの詳細説明を求めます。野村総務課長。 

○総務課長（野村 幸二君）  それでは、議案第３３号令和４年度吉賀町一般会計予算について説

明を申し上げたいと思います。 

 申し訳ございません。最初に、予算書、それから参考資料、それぞれ１か所ずつではあります

けれども、訂正をさせていただきたい箇所がございます。この点について最初に議長にお取り計

らいをお願いしたいと存じます。 

○議長（安永 友行君）  今、課長が言われたように、差し替え等があったのは事前にやったんで



- 143 - 

すが、昨日、急遽見つかって、内容について、皆さんに了解いただけるだろうということで、口

頭で訂正をしていただくように今から課長のほうから言いますので、またその後に皆さんにお諮

りします。課長。 

○総務課長（野村 幸二君）  それでは、まず、予算書であります。予算書進んでいただきまして、

最後のほうですが、１２１ページです。給与費明細書でありまして、１２１ページの中段から下

ですけれども、一般職の表があるかと思います。そこに職員数が本年度、前年度、比較というふ

うに数字を記載をさせていただいていますけれども、前年度の職員数９１とあると思います。こ

れを９３。それから、その下の比較の欄です。５とありますところを３という部分です。 

 予算書については以上であります。 

 それから、参考資料のほうです。参考資料４４ページです。社会保障に関する経費を取りまと

めたものでございまして、上の丸囲みの中に総額の金額が表示されているかと思います。１７億

５,５７９万円ですけれども、この数字につきまして１８億４,０６１万６,０００円。この数字

につきましては、４４ページ、中段から下に、その明細といいますか、内訳の表を載せています

けれども、そこの経費の合計欄の数字でございます。本来、この数字を載せるべきところであり

ます。そのように見ていただければと思います。 

○議長（安永 友行君）  ただいま総務課長のほうから説明がありましたが、一般会計の当初の予

算書の最後の給与明細書のページにすれば１２１ですが、一般職の職員数の間違いと、説明資料

の４４ページの総額、一番上の社会保障４経費の総額の額が違っていたということです。ただし、

これも合計は合っているんですが、この辺でその２か所を訂正していただくことに御異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  それでは、異議なしということで、一般会計の当初予算書の明細書の

１２１ページと参考資料の４４ページの社会保障４経費の総額の部分を今説明がありましたよう

な数字に訂正して、そのまま進めさせていただきます。 

 それでは、総務課長、お願いします。 

○総務課長（野村 幸二君）  ありがとうございました。大変失礼をいたしました。 

 それでは、最初に、令和４年度当初予算の概要につきまして、取りまとめたものを説明をさせ

ていただければと思います。 

 参考資料３９ページをお開きください。 

 資料３９ページの上から参りますと、１、一般会計予算、こちらのほうに記載をしております

令和４年度一般会計当初予算の規模は７２億８,４４９万８,０００円で、前年度と比較すると

８,７２３万２,０００円、対前年度比１.２％の増加となったところでございます。 



- 144 - 

 その下の２、一般会計歳入予算でございます。（１）款別歳入の状況というところで、その下

に数行にわたりまして令和３年度との比較、それから、第１表といたしまして町税から町債まで、

４年度を含めまして３か年の推移をまとめておるところでございます。お読み取りを頂ければと

思います。 

 次に、４０ページに移ります。（２）町債といたしまして、その状況、それから、第２表とい

たしまして５か年の推移、さらにその下の（３）基金の状況といたしまして、その状況並びに第

３表といたしまして３年間の推移をまとめておるところでございます。 

 次に進んでいただきまして、４１ページでございます。３、一般会計歳出予算というところで

す。（１）目的別歳出の状況といたしまして、増加あるいは減少要因、主なところを上段でまと

めさせていただいております。さらに、第４表といたしまして議会費から予備費まで、３か年の

推移をまとめておるところです。 

 それから、次の４２ページです。（２）性質別歳出の状況といたしまして、同様に増加要因あ

るいは減少要因、こちらをまとめております。さらに、第５表といたしまして人件費から予備費

まで、３か年の推移をまとめさせていただいておるところです。 

 次の（３）公債費の状況でございます。第６表といたしまして５か年の推移、それから、その

下の（４）特別会計等繰出金の状況、これは次のページにまたがっておりますけれども、

４３ページの上ですが、第７表といたしまして令和３年度との比較、こちらをまとめておるとこ

ろでございます。 

 さらにその次です。４、一般会計地方債現在高及び当該年度末現在高見込というところで、第

８表といたしまして５か年の推移をまとめさせていただいております。 

 それから、次の５、特別会計予算でございます。第９表、それから第１０表、それぞれ予算規

模、それから基金の状況、そうしたものをまとめておりますので、お読み取りを頂ければと思い

ます。 

 次のページに移りまして、４４ページでございます。ここでは、社会保障４経費及びその他社

会保障施策に要する経費ということでまとめておるところでございます。総額といたしまして

１８億４,０６１万６,０００円というところでございます。それぞれ内訳につきましては、その

下の表のほうにまとめておりますので、これもお読み取りを頂ければというふうに思います。 

 それでは、次のページに進んでいただきまして、４５ページです。こちらでは、７、入湯税が

充当される経費というところで取りまとめをさせていただいたものでございます。同じくお読み

取りを頂ければというふうに思います。 

 それから、次の資料４６ページからでございます。この４６ページで見ていただいているこの

様式がしばらく続きます。飛んでいただきますけれども、１７８ページまで、令和４年度主要事
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業の概要というところで主だったところをまとめさせていただいておるというところでございま

す。この部分については、後ほど、歳出予算等の説明の中で説明を加えさせていただければと思

います。 

 進んでいただきまして、１７９ページです。１７９ページから１８３ページにかけまして、所

管課ごとに補助金をまとめたものでございます。 

 さらに進んでいただきますと、１８４ページから１８６ページまでですけれども、これは所管

課ごとに負担金についてまとめさせていただいておるものであります。 

 さらに進んでいただきまして、１８７ページから１８９ページでございます。ここにつきまし

ては、建設水道課所管の事業に関する位置図をつけておりますので、御確認を頂ければと思いま

す。 

 なお、町長が施政方針で述べられましたけれども、例年、ここで総合戦略の実行施策シートを

おつけしているところではありますけれども、この部分につきましては、本年６月定例会におい

てお示しをさせていただくというところで見ていただければと思います。 

 少し駆け足でしたけれども、以上、令和４年度当初予算の概要というところで見ていただけれ

ばと思います。 

 それでは、予算書のほうに移らさせていただきます。 

 予算書、最初に、１２１ページをお開きいただければと思います。 

 １２１ページから１２５ページまででございますが、給与費明細書というところで、特別職、

それから一般職、それぞれについて、その職員数、あるいは給与、報酬等の表として取りまとめ

をさせていただいたものでございます。 

 それから、進んでいただきまして、１２６ページです。これは、タイトルにも書いていますけ

れども、「地方債の令和２年度末における現在高ならびに令和３年度末及び令和４年度末におけ

る現在高見込額」について表しておるものでございます。 

 次の進んでいただきまして１２７ページ、１２８ページでございます。これも題名に書いてお

ります「債務負担行為で令和５年度以降にわたるものについての令和３年度までの支出額又は支

出額の見込み及び令和４年度以降の支出予定額等に関する調書」というところで取りまとめをさ

せていただいたものでございます。それぞれお読み取りを頂ければというふうに思います。 

 そうしますと、歳出予算から説明をさせていただきます。 

 予算書は戻っていただきまして３１ページでございます。 

 説明をさせていただく際に、参考資料のページ数も申し上げてまいりますので、参考資料も同

時に見ていただければというふうに思います。 

 それでは、予算書３１ページから進めます。まず、議会費、議会費、１議会費でございます。
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００２議会費６,０６４万８,０００円の予算計上、これについては資料がございまして、

４６ページであります。 

 参考資料の４６ページを見ていただきますと、最初ですので、この資料のほうを少しばかり説

明させていただきます。これからこの４６ページに書いてあるような様式でずっと出てまいりま

す。上から款項目、それから事業名、それから担当課、それから予算書説明頁というところが振

ってあるかと思います。これが予算書でいうところのページを書き表しております。その下がい

わゆる財源という部分での内訳というところを記載をさせていただいております。 

 それから、下がっていただきまして、主な事業概要欄があるかと思います。参考資料４６ペー

ジの表現としては【継続】というふうにしております。この【継続】という表記と、それから

【新規】、それから【拡充】というのがこの後出てまいります。私のほうからは、特に【新規】

あるいは【拡充】というふうに記載をさせていただいている部分についてはそれぞれのところで

説明させていただければと思いますので、よろしくお願いします。 

 それでは、予算書に戻っていただきまして、先ほどの議会費ですけれども、およそ前年並みの

予算構成というところでお読み取りを頂ければと思います。 

 予算書は次に進んで３２ページに参ります。１一般管理費でございまして、００２一般事務事

業費です。総額３,９９７万４,０００円の予算計上、資料につきましては４７ページでございま

す。この中で、ちょっと下がっていただきますと、業務運営関係委託料１,１４５万１,０００円

の予算計上があるかと思います。この内訳といいますか、この中に入るものとして、参考資料を

見ていただきますと、参考資料は４７ページです。ここに新規という表現をさせてもらっていま

すが、個人情報保護法関連支援業務委託料というもの、新しくこういう内容がこの中に加わって

きているというところでございます。さらに、その内容についてはここに記載をさせていただい

ておりますので、お読み取りをください。 

 それでは、予算書に戻って、３２ページの下です。００３人事管理事業費でございます。総額

といたしましては５,０７３万３,０００円、資料は４８ページです。 

 これも一点説明をさせていただきます。予算書３３ページに進んでいただきまして、右上の

２つ目のところでございます。職員共済組合負担金１,７２２万７,０００円、それからちょっと

２つ飛ばしていただきますと、社会保険料（任用職員）１,７２２万７,０００円、同じ数字を計

上させていただいております。この部分につきましては、参考資料の４８ページ、事業概要欄の

ところに新規という形で職員共済組合負担金のことについて説明させていただいております。令

和４年１０月から制度が変わるというところで、数字のほうを反映させているというところでご

ざいます。 

 予算書３３ページの右中段です。００４職員研修事業費です。２５５万８,０００円、参考資
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料については４９ページでございます。参考資料のほうを見ていただきますと、拡充という表現

が出てくるかと思います。そこの下に２つの研修について表記しています。一つがジェンダーギ

ャップに関する研修、もう一つがメンタルヘルスに関する研修。このジェンダーギャップに関す

る研修というのが新しい取り組みといいますか、これまでこうした研修は行っておりませんでし

たので、こういった部分を指して拡充という表現で表記をさせていただいておるというところで

ございます。 

 それでは、予算書はちょっと進んでいただきまして、３５ページに移ります。２文書広報情報

費でございます。００４文書管理事業費です。参考資料といたしましては５１ページでございま

す。こちらの内容についてはもう資料のほうに書き表しておりますので、お読み取りをください。 

 さらに予算書進んで、００３広報・広聴事業費でございます。参考資料は５０ページでござい

ます。この辺につきましても資料のほうでおよそ内容については書き表しておりますので、お読

み取りを頂ければと思います。 

 それから、予算書は３５ページの右下です。３財政管理費、００３財政管理費３２６万

４,０００円の予算計上、これについては参考資料が５２ページです。ここにつきましても内容

的には参考資料のほうに表しております。お読み取りをいただければと思います。 

 それから、予算書３５ページの一番下ですけれども、４会計管理費、００２会計管理費

２０５万７,０００円の予算計上がしてございます。これは予算書、次の３６ページに進んでい

ただきまして、説明欄、派出業務負担金１００万円の予算計上があるかと思います。これにつき

ましては、参考資料５３ページを御覧いただければと思います。 

 参考資料５３ページの主な事業概要欄を見ていただきますと、新規といたしまして、指定金融

機関からの派出業務負担金ということ、指定金融機関──島根県農業協同組合さんですけれど

も──からの職員派遣に係る負担金というところで、令和４年度、新しくこの予算を計上をして

おるというところでございます。 

 それでは、次に進みまして３６ページ、５、財産管理費、００２財産管理総務費です。資料に

ついては５４ページでございます。ここでは２つほどお伝えをしておきます。 

 予算書のほうを見ていただきますと、火災保険料（総務課）というところから始まって、火災

保険料（教育委員会）ということで、これは建物、施設に対する保険料ということで、これまで

の予算書では各施設の該当する事業のところに、これを火災保険料については記載をさせていた

だいておりましたけれども、令和４年度当初段階において、これは全てをここにまとめておると

いうところで見ていただければと思います。 

 さらに、その保険料の下です。調査分析委託料１９２万５,０００円の予算計上があるかと思

います。これは、参考資料５４ページ、主な事業概要欄のところに新規というふうに書いていま
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すが、公共施設等マネジメント支援業務委託料というところでの予算計上でございます。内容に

ついてはお読み取りをいただければと思います。 

 では、予算書を次に進みまして、３６ページの右下です。００３庁舎維持管理費でございます。

参考資料については、５５ページでございます。 

 予算書をさらに進んで３７ページの右上です。改修工事費といたしまして、２０４万５,０００円

の予算計上がしてございます。内容につきましては、参考資料５５ページを見ていただきますと、

新規ということで、エレベーターの耐震化及び戸開走行保護装置設置工事ということで、これは

庁舎──本庁舎のことですけれども──この工事を行うというものでございます。 

 この工事につきましては、実は令和３年度において一旦予算化はさせていただいたところです

けれども、さらに点検の過程において、さらに追加した指摘事項が発生したため、それを合わせ

て、令和３年度の予算は一旦取り下げさせていただいて、令和４年度に改めて行うという、こう

いう内容のものでございます。 

 それから、予算書３７ページの右ですが、００４公用車維持管理費のところです。この中で、

下がっていただきまして、自動車損害保険料２００万３,０００円があろうかと思います。この

部分について説明を加えておきます。 

 先ほど火災保険料でもお話をしましたけれども、これまで所管する公用車の保険に関しては、

各所管のほうにそれぞれ予算上は記載をしておりましたけれども、このたびから、一つにまとめ

させていただいておるというふうに見ていただければと思います。 

 それから次の、下がって、００６普通財産管理費でございます。参考資料があります。

５６ページでございます。 

 それから、その下です。００８基金積立金３,３４５万６,０００円、参考資料につきましては、

５７ページでございます。 

 予算書は３８ページに入っておりまして、右側のちょうど中段のところに、００３庁舎維持管

理費１,４４１万９,０００円の予算計上があるかと思います。これについては、施設は柿木庁舎

というところで見ていただければと思います。 

 それから、そのまま下がっていただきまして、００８基金積立金、森林環境譲与税基金積立金

というところで、令和４年度におきましては３,２８８万９,０００円の予算計上をしておるとい

うところです。 

 それから、予算書を進んでいただきまして、３９ページに移ります。８、電算管理費、

００２電算管理費ということで１,４６１万４,０００円の予算計上、参考資料は５８ページでご

ざいます。この中にも幾つか新しい事業が入ってまいりますので、その点について説明いたしま

す。 
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 予算書を見ていただきますと、下がっていただきまして作業委託料、５１万１,０００円があ

るかと思います。これにつきましては、参考資料のほうを見ていただければ、ハードディスク等

の処分委託料というところでの内容となっております。 

 予算書をそのまま下がっていただきまして、改修工事費６０５万円の予算計上、この内容につ

きましては、参考資料、新規といたしましてサーバー室の空調機、室外送風機、他整備というと

ころ、空調機が長年使用してきておりまして、それを更新いたしたいという、こういう内容でご

ざいます。 

 それから、予算書を下がっていただきますと、システム関係が出てまいります。参考資料を見

ていただければ、今度は拡充という表現をさせていただいておりますが、しまねセキュリティク

ラウド利用負担金というようなところ、２７２万２,０００円ですが、そうしたものも計上をし

ているというところでございます。 

 それから、００３基幹系システム運営管理費１億１,３３４万８,０００円の予算計上、参考資

料については５９ページでございます。 

 参考資料のほうでちょっと説明をさせていただきますと、事業概要欄を見ていただければ、新

規といたしまして各種業務支援システム改修委託料、それからシステム開発設計委託料というと

ころで、いわゆる税の関係、それからマイナンバー関連、そうしたものが、これについてはもう

数年来こうした事業が進んでおりますけれども、令和４年度においても新しく改修等が必要とな

ってくる内容が含まれてくるというところで、お読み取りをいただければと思います。 

 予算書に戻っていただきますと、００４ＬＧＷＡＮ系システム運営管理費です。参考資料につ

いては６０ページです。内容については、またお読み取りをいただければと思います。 

 それでは、予算書は次のページに行きまして、４０ページの右上です。吉賀高校費に入ってい

まして、００２吉賀高校支援事業費でございます。４,７４９万円の予算計上、内容につきまし

ては参考資料６１ページに記載をさせていただいておるというところで、お読み取りをください。 

 それから、予算書を下がっていただきまして、４０ページの下ですが、１０自治振興費、

００４地区組織活動費です。参考資料については６２ページでございます。前年並みの予算計上

というところでございます。 

 ４０ページの右、一番下から次のページにわたっておりますが、００５自治振興施設管理費で

ございます。参考資料については６３ページです。地区集会所、それから自治会館、そうしたも

のの維持管理に係る経費というところでお読み取りをください。 

 それから、予算書４１ページの右ですが、００４地区組織活動費２,２４１万９,０００円、こ

れについては、参考資料は６４ページでございます。この部分については、教育委員会が主とし

て所管する部分というところでございまして、内容につきましては、また資料のほうを、お読み
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取りをいただければというふうに思います。 

 予算書を下がっていただいて、４１ページの下です。１１の企画総務費に入ります。００２企

画総務費８３１万５,０００円の予算計上、内容につきましては参考資料６５ページでございま

す。 

 それでは、予算書は４２ページに移ります。中段から下に入っていきます。１２まちづくり対

策費、００４えぇもん知ってもらおうプロジェクト事業費５３７万８,０００円の予算計上、内

容につきましては参考資料６６ページでございます。 

 それから、予算書、次の００２町民文化祭事業費であります。これについては、きん祭みん祭

農業文化祭の開催費用というところでお読み取りをいただければと思います。 

 さらにその下、００３エネルギー対策事業費３０３万４,０００円の予算計上、この部分につ

いては、内容的には前年並というところでお読み取りください。 

 予算書は４３ページ、右上に移ります。００７電源立地地域対策事業費４８８万円の予算計上、

参考資料は６７ページでございます。資料のほうを見ていただきますと、こちらのほうに記載を

させていただいていますが、町内中学校の特別教室空調設置工事に係る実施設計の委託料という

ところ、４８７万円ですけれども、この部分、予算計上をさせていただいておるというものでご

ざいます。 

 それから、予算書４３ページの中段から下です。上の００２定住推進費２４０万円、これは社

会福祉士等修学資金貸付金というところでの予算計上、総務課が所管する部分です。 

 それから、その下の００２定住推進費、今度は企画課が所管している部分でございまして、予

算額といたしましては１,９８１万４,０００円、参考資料といたしましては６８ページでありま

す。 

 ここで一点ほど説明を加えます。参考資料６８ページを見ていただきますと、主な事業概要欄、

一番上の記載といたしまして、【拡充】というところ、よしか暮らし相談員を２名配置というふ

うに書いてあるかと思います。１名のところをさらに１名増員をして、２名体制というふうに考

えておるという、こういう部分での拡充ということでございます。 

 予算書は次のページに進んで、４４ページでございます。４４ページの右上、００３空家再生

事業費１,０３２万５,０００円、参考資料は６９ページでございます。内容といたしましては、

前年並みというところでお読み取りをください。 

 それから、その下の００６定住推進施設費３２万４,０００円の予算計上があるかと思います。

これは、施設といたしましては移住体験滞在施設です。通称お試し住宅と呼んでいますけれども、

その維持管理に係る経費というところでございます。 

 それから、その下です。今度は産業課が所管する部分でございます。００５地域おこし協力隊
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事業費、地域おこし協力隊企業支援補助金１００万円を予算計上してございます。 

 参考資料といたしましては７０ページでございます。新規事業というところで予算計上させて

いただいております。内容については資料のほうを、お読み取りをいただければと思います。 

 なお、参考資料の７０ページの下のところに、特記事項というふうに書いてありますが、この

１００万円の部分については、いわゆる地域おこし協力隊制度の中の部分というところで、こう

したメニューもございますので、これを活用していきたいという、こういう内容となっておりま

す。 

 それでは、予算書４４ページ、中段から下に入ります。１４生活安全対策費、００２生活安全

対策費５８８万円の予算計上があるかと思います。参考資料については７１ページでございます。

内容といたしましては、前年度と同じ部分が主なところですけれども、この部分で申し上げます

と、老朽危険家屋除却支援事業補助金３６０万円の予算計上があろうかと思います。これにつき

ましては、令和３年度中途において補助金のほうを創設させていただいておるというようなとこ

ろがあります。 

 そういう部分で、参考資料の７１ページの一番下を見ていただきますと、事業費の推移過去

５年間を載せておりますが、令和３年度から４年度にかけて若干増額というふうなことが読み取

れるかと思いますけれども、先ほど申し上げた補助金が入ってきているというようなところで見

ていただければと思います。 

 そうすると、予算書は次のページに進んでいただきまして、４５ページです。００３地域公共

交通対策費５,５６３万７,０００円、参考資料については７２ページであります。予算書のとこ

ろで、一番最後に交通系ＩＣカード導入支援補助金２２５万９,０００円の予算計上があろうか

と思います。 

 参考資料で見ていただきますと、同じ表現といたしまして、同じ数字が載っておるかと思いま

す。内容といたしましては、そちらのほうに記載をさせていただいております。お読み取りをい

ただければというふうに思います。 

 それから、予算書４５ページの一番下です。１５多文化共生推進費、００２多文化共生推進費

４５万３,０００円の予算計上、参考資料については７３ページでございます。 

○議長（安永 友行君）  ここで、しばらく１０分間休憩します。 

午後２時05分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後２時17分再開 

○議長（安永 友行君）  それでは、休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 野村総務課長の説明の途中です。引き続きお願いします。野村総務課長。 
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○総務課長（野村 幸二君）  それでは、予算書は４６ページ、中段から下というところでござい

ます。総務費、徴税費、１税務総務費であります。００２税務総務費１,４１３万７,０００円の

予算計上。参考資料につきましては７４ページにございます。参考資料を見ていただきますと、

２点ほど新規という表現で記載をしております。１つが不動産等調査委託料３５９万１,０００円。

これは予算書でいうと同様の表現で記載をしております。それから、もう一つの新規、税務業務

システム改修委託料４２７万９,０００円。これも予算書上はシステム改修委託料というふうに

記載をしていますけれども、その内容については参考資料で示しているところでお読み取りくだ

さい。 

 それから予算書４７ページの中段から下です。２賦課徴収費、００２賦課徴収費１１９万

８,０００円です。参考資料７５ページでございます。資料のほうを見ていただきますと、継続

というところで徴収専門員１名配置というふうに書いてあるかと思います。その下の文章のとこ

ろですけれども、町税の徴収事務の効率的運営を図るため、国民健康保険事業と共同で徴収専門

員を設置するというところで、国保会計のところで説明を申し上げました。予算上、そこと、こ

この一般会計とで徴収専門員の雇用をするというようなところで読み取っていただければと思い

ます。 

 それでは、予算書進んでいただきます。４９ページです。総務費、選挙費、３参議院議員選挙

費です。００３選挙事務費９１８万８,０００円ということで、参考資料は７６ページでござい

ます。これは参議院選挙に関わる諸経費というところの予算計上であります。 

 それから、予算書４９ページの下ですけれども、４知事県議会議員選挙費。参考資料は次の

７７ページ、そちらのほうに内容について記載をしておりますので、お読み取りをいただきたい

と思います。なお、知事県議会議員選挙費につきましては、来年の４月初旬での執行を見込んで

おるというところですので、４年度予算、それから５年度予算というふうなつくりになるという

ところもお読み取りをいただければというふうに思います。 

 それでは、予算書、進んでいただきまして５０ページの下からです。総務費、統計調査費、

１統計調査総務費です。５１ページにまたがっておりますけれども、令和４年度に予定されてお

ります各種統計調査をしたものの必要経費について予算計上いたしております。 

 予算書５１ページの下です。総務費、監査委員費、１監査委員費です。００２監査委員費とし

て１６９万１,０００円。これについては前年と同様の内容。額についても同額で予算計上いた

しております。 

 予算書５２ページの中段から下になります。民生費、社会福祉費、１社会福祉総務費。

００２社会福祉総務費です。資料は７８ページでございます。内容的には前年並みというところ

でございます。なお、この社会福祉総務費というところなのですけれども、保健福祉課が所管す
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る部分も後ほど出てまいります。一旦は進めます。 

 予算書５３ページに移っていただきまして、右上です。００４人権対策推進事業費でございま

す。参考資料については８０ページであります。予算書、最初の説明欄ですけれども、報償金と

して１８万円の予算計上がしてあるかと思います。参考資料を見ていただきますと、新規として

人権啓発ミュージカル公演に係る公演等の報償金ということで１８万円。内容は、こうした内容

があるというところでお読み取りをください。 

 予算書進んで、０１０男女共同参画推進費です。参考資料については８１ページでございます。

予算書にも記載をしております。参考資料にも同様の記載があろうかと思います。新規といたし

まして、男女共同参画計画策定委員、そうした方々の報酬部分、そうしたものが内容に含まれて

くるというところ。 

 それから、第３次男女共同参画計画パンフレット印刷製本費というところで、２４万６,０００円

の予算計上。こうしたことが新しい事業というところで入ってきております。 

 それから、予算書、その次ですけれども、００２社会福祉総務費４,３１４万２,０００円。こ

れは保健福祉課が所管する部分でございまして、参考資料については、戻っていただいて、

７９ページにその内容について記載をさせていただいております。 

 予算書５３ページの右側ですが、００２社会福祉総務費でございます。参考資料については

７９ページというところでございます。１点ほど説明をさせていただきます。予算書では業務運

営関係委託料として３００万円の予算計上がしてございます。内容といたしましては、参考資料

のほうを見ていただきますと、新規といたしまして、重層的支援体制整備事業への移行準備事業

委託料等ことでの予算内容というところでお読み取りください。 

 それでは進んでいただきます。予算書は５４ページに移ります。００６成年後見支援事業費

４６０万円の予算計上があろうかと思います。参考資料については、８２ページであります。こ

こでも新しい事業が入ってきております。参考資料のほうを御覧いただければ、まず１つ目、新

規といたしまして、地域連携ネットワーク協議会委員報酬、費用弁償ということで、こうした協

議会を設置するというところ。それから、その下の、もう一つ新規ですけれども、中核機関運営

業務委託料３５１万７,０００円という予算計上の内容を示させていただいております。なお、

この内容につきましては、２月８日の全員協議会、このときに成年後見制度利用促進のための中

核機関の設置についてというタイトルで保健福祉課が説明を申し上げました。さらに、今回、議

案第１３号で上程させていただいている協議会がございますが、それが関連してくるというとこ

ろで見ていただければと思います。 

 それでは、予算書５４ページの右下です。０１１住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金

事業費２,０１６万２,０００円です。参考資料については８３ページでございます。コロナウイ
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ルス関連というところで見ていただければというふうに思います。内容的には参考資料で示して

おる内容でございます。 

 予算書は進んでいただきまして、５５ページに入ります。右上ですけれども、００２高齢者福

祉総務費です。参考資料については８４ページでございます。予算書、参考資料ともに同じ表現

で記載をしていますけれども、新しい事業というところで、鹿足郡養護老人ホーム組合設備整備

負担金というところ、これが新規ということになります。１,０２７万５,０００円の予算計上が

してございます。養護老人ホーム銀杏寮の施設整備事業というものでございます。 

 それから、予算書５５ページの右下です。００２老人福祉センター管理費。これは施設を申し

上げておきます。はとの湯荘でございます。 

 それから、００３特別養護老人ホーム管理費。この施設は、とびのこ苑でございます。 

 それから、予算書５６ページに移っていただきまして、右上です。００６高齢者福祉施設整備

事業費というところで、参考資料８５ページ、それから８６ページ、この部分でございます。ま

ず、予算書でいうと改修工事費９６７万８,０００円の予算計上がしてございますが、これが参

考資料は８５ページのほう、こちらのほうに、その内容について記載をさせていただいておりま

す。 

 それから、機械器具費として６５１万２,０００円の予算計上。内容といたしましては、参考

資料８６ページ、こちらのほうで確認をお願いしたらと思います。 

 予算書、次に進みまして、５６ページの右中段です。００２障がい者福祉総務費。参考資料は

８７ページでございます。おおむね前年並みの予算計上というところでございます。 

 予算書、下がっていただきまして、００５自立支援給付事業費。参考資料は８８ページです。

ここでは１点ほど、予算書ではシステム改修委託料１２３万２,０００円の予算計上がしてござ

います。内容といたしましては、参考資料のほうを見ていただきますと、障害福祉サービスデー

タベース構築に伴うシステム改修委託料というところで、そうした内容が含まれるというところ

で見ていただければと思います。 

 予算書、次のページに進んでいただきまして、５７ページの右中段です。００６自立支援医療

助成事業費でございます。参考資料は８９ページ。さらに予算書、その下の００７地域生活支援

事業費。参考資料は９０ページです。さらに予算書、次の５８ページに進んでいただきまして、

右上、００３特別障がい者手当費、これは資料はございませんが、今申し上げた３つの事業につ

いては、予算内容、規模的には前年並みというところでお読み取りをいただければと思います。 

 予算書５８ページの右中段です。障がい者福祉施設費で００２障がい者福祉施設管理費です。

施設につきましては、障がい者総合支援センター、ここに係る維持管理経費というところでござ

います。 
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 それから、予算書、次のページに進んでいただきまして、５９ページに移ります。中段から下

です。民生費、児童福祉費、１児童福祉総務費、００２児童福祉総務費でございます。参考資料

については９１ページでございます。９１ページに、その内容について記載をしておるところで

ございます。参考資料の９１ページも記載をしておりますけれども、新しい事業というところで

いいますと、処遇改善事業対策事務費というところでの予算計上、その内容については、そこに

記載をしておるとおりですけれども、そうしたものが新しい取り組みというところで見ていただ

ければと思います。 

 予算書に戻って５９ページの右下です。００４特別児童扶養手当費、それから、その下の

００５児童手当支給費、これらにつきましては、おおよそ前年並みあるいは来年度の見込みを立

てる中での予算計上というところでございます。 

 それから、予算書、次の６０ページに移ります。右上からですが、００６次世代育成支援対策

費６３万円の予算計上。参考資料については９２ページにその内容を示しております。 

 さらに、予算書、その次ですけれども、００７子育て世代包括支援センター事業費７５７万

７,０００円の予算計上。参考資料については９３ページということでございます。この中で

１点ほど新規というところがございまして、参考資料のほうを見ていただきますと、参考資料の

９３ページ、概要欄に新規の表示があろうかと思います。母子手帳のアプリの使用料というとこ

ろでの予算計上が参考資料では３７万４,０００円の予算計上があろうかと思います。内容につ

いては、そこに記載をしておりますので、お読み取りをいただければと思います。 

 予算書、次ですけれども、００８地域子育て支援拠点事業費６８９万６,０００円。これにつ

いては参考資料９４ページでございます。内容的には前年並みというところでお読み取りをいた

だければと思います。 

 予算書６１ページの中段から下に移っておりまして、今度は保育所費でございます。００２保

育所総務費２２７万５,０００円。これについては参考資料９５ページになります。それから、

その下の００６児童福祉施設整備費１,６９５万３,０００円。参考資料については９６ページで

あります。資料９６ページを見ていただきますと、新規の事業ということで表しているところが

あろうかと思います。法人保育所整備事業費補助金１,３７９万３,０００円。内容といたしまし

ては、かきのき保育所空調等大規模修繕工事という、この内容が含まれてくるということでござ

います。予算書でいいますと、法人保育所整備事業費補助金。金額が先ほど申し上げたものと同

額というところで記載をしております。そのように見ていただければと思います。 

 予算書、そのまま進みまして、００７子ども・子育て支援事業費です。参考資料は９７ページ

でございます。内容的には、おおよそ前年並みというところでの予算計上でございます。 

 予算書６２ページに移っておりまして、放課後児童対策費です。００２放課後児童対策事業費
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として５,９５７万円の予算計上。参考資料は９８ページにその内容を記載させていただいてお

るというところでございます。 

 それから、次のページに進んでいただきまして、予算書は６３ページに移ります。右上のとこ

ろですけれども、００４放課後児童対策施設整備事業費、改修工事費、解体撤去工事費、それぞ

れ予算計上がしてあります。これは資料はございませんので、内容を御説明しておきます。まず、

改修工事費につきましては、蔵木の放課後児童クラブの空調改修に係るもの。それから解体撤去

工事費につきましては、旧朝倉保育所、こちらのほうに遊具がありますけれども、これの撤去費

用と、こういう内容になっております。 

 それから、その下です。母子父子福祉費で、００２母子父子福祉総務費。さらにその下、

００３児童扶養手当費。これらについては資料はございません。前年並みもしくは前年同額とい

うところで予算計上いたしております。 

 それから、そのまま予算書は下がっていただきまして、６３ページの下ですけれども、生活保

護費です。１生活保護総務費、００２生活保護総務費。これは資料はございませんが、前年から

若干増額はしておりますけれども、内容的には前年並みというような部分で見ていただければと

いうふうに思います。 

 それから、予算書６４ページに移りまして、右中段のところに００３生活困窮者自立支援事業

費というのがあろうかと思います。参考資料は９９ページです。参考資料のほうを見ていただき

ますと、事業概要欄、この中に新規が１件ございます。高齢者世帯エアコン等購入助成事業補助

金３５０万円。内容については、記載のとおりでございますし、この部分については、２月８日

の全員協議会で保健福祉課のほうが説明をさせていただいた内容、それがここに含まれるという

ところでございます。 

 予算書６４ページの下です。衛生費、保健衛生費、１保健衛生総務費です。００５地域医療対

策費といたしまして４８２万４,０００円。資料については１００ページでございます。この部

分については、所管といたしましては総務課ということになっております。内容といたしまして

は、資料を見ていただきますと、このたびの医療対策課の設置に係る諸経費というところであり

ます。主なものといたしましては、ネットワーク関連の整備、それからパソコン、机、そうした

ものの備品を購入する。そうした内容がここに含まれてくるというところで見ていただければと

思います。 

 予算書は次のページに進みます。６５ページ、右側、説明欄中段です。００２保健衛生総務費

です。資料は１０１ページでございます。内容といたしましては、前年並みというところの予算

計上です。 

 それから、その下に下がっていただきまして、００３保健衛生施設費１７６万３,０００円。
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これは資料はありません。施設名を申し上げておきます。これは保健センターということでござ

います。この管理経費というところで見ていただければと思います。 

 予算書、次のページに行っていただきまして、６６ページの右上です。００５地域医療対策費

２億３,００２万３,０００円でございまして、参考資料は１０２ページでございます。保健福祉

課が所管する部分というところでございます。これまでにも何度か説明を申し上げております六

日市病院関連の諸経費について予算計上させていただいておるというものであります。参考資料

を見ていただきますと、事業概要欄の中に、上から拡充というようなことで、医療対策専門員、

それから新規といたしましては経営改善計画評価委員の設置、それから医療対策課設置に係る経

費、そうしたもの。それから、その下の地域医療確保緊急対策事業補助金、これについては拡充

という表現を取っております。その意味合いですけれども、さらに一番下の２行に書き込んでお

りますが、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の活用をさせていただきまして、

抗原定量検査機器導入経費６００万円、こうしたものがさらに加わっておるという意味での拡充

でございます。そうした内容が、この中に入ってきているというところでお読み取りをいただけ

ればと思います。 

 予算書に戻っていただきまして、６７ページに進みます。右側のほうを見ていただきますと、

００３子ども等医療費助成事業費１,６８７万３,０００円。これについては参考資料は

１０３ページでございます。 

 それから、１つ飛ばしまして、００５妊婦健診事業費６５９万７,０００円。参考資料は

１０４ページでございます。 

 それから、００７母子保健医療対策総合支援事業費。参考資料は１０５ページであります。 

 さらに、予算書、次のページに行っていただきまして、６８ページです。右上、００３予防接

種費でございます。これは参考資料がまたがっておりまして、資料でいいますと１０６ページ、

１０７ページ、１０８ページ、この辺で、その内容を示させていただいておるという部分でお読

み取りをください。 

 それから、予算書６８ページの右下のところです。００５がん検診推進事業費１,０９６万

４,０００円の予算計上があるかと思います。参考資料については１０９ページであります。参

考資料の１０９ページの概要欄を見ていただきますと、ここの文章の一番最後ですが、大腸がん

検診自己負担額を無料化しますということで、この内容については、２月８日の全員協議会にお

きまして、大腸がん検診自己負担額の無料化という、こういうテーマで保健福祉課が説明をさせ

ていただいておるところがあろうかと思います。その内容が、ここに含まれてきているというと

ころでお読み取りをください。 

 それでは、次に進んで、予算書は６９ページに移ります。右側の中段のところに０１０感染症
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対策事業費２８０万円の予算計上があります。参考資料がありまして、１１０ページでございま

す。内容については、この資料のほうをお読み取りをいただければというふうに思います。 

 予算書、６９ページの中段から下ですけれども、健康増進費、００３食育推進事業費４３６万

３,０００円の予算計上。参考資料については１１１ページでございます。予算規模的にも、内

容的にも前年並みというところでの予算計上をしておるところでございます。 

 予算書、次に進んでいただきまして、７０ページに移ります。５環境衛生費、００２環境衛生

総務費です。１０１万３,０００円の予算計上。資料については１１２ページであります。予算

書、それから参考資料ともに同じ表現が出てきていますけれども、環境保全推進協議会、これを

新たに設置をするということがありますので、その委員に係る費用、そうしたものが新たに加わ

っているというところでございます。なお、この件については、議案第１４号において協議会の

設置条例、これについて説明をさせていただいてきているというものであります。 

 それから予算書は、その下です。００３環境衛生施設費です。参考資料は１１３ページでござ

います。施設といたしましては、吉賀町の斎場、それから七日市公衆トイレ、ここが主な施設と

いうことでありまして、それに係る維持管理経費を計上いたしておるというものでございます。 

 それでは、予算書は次のページに移りまして、７１ページに移っていきます。右上です。

００４環境衛生施設整備事業費６０万１,０００円の予算計上。内容といたしましては、参考資

料１１４ページを見ていただければと思います。内容といたしましては、斎場ですけれども、外

灯照明の改修工事を行うというものでございます。 

 それから、今度は予算書７１ページ中段から下に入っていきます。１清掃総務費、００２清掃

総務費２１０万５,０００円。参考資料は１１５ページでございます。内容については、お読み

取りをいただければと思います。 

 さらに、予算書は下がっていただきまして、００３し尿処理対策費です。鹿足郡事務組合負担

金として３,０６０万１,０００円。これは特に資料はございませんけれども、前年並みの予算化

をお願いしているというところです。さらに、その下ですけれども、し尿処理対策費、建設水道

課が所管する部分ということになりますが、この部分については、資料は１１６ページに、その

内容について記載をさせていただいております。予算規模で申し上げますと、内容、規模ともに

前年並みというようなところでお読み取りをいただければと思います。 

 予算書７１ページの一番下です。２ごみ処理費、００２不燃物処理事業費４,４４４万

６,０００円の予算計上。参考資料については、１１７ページに記載をしておるところでござい

ます。 

 予算書は次のページ、７２ページに移っていきます。右上、００３可燃物処理事業費７,９４８万

３,０００円の予算計上。資料は１１８ページでございます。 
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 それから、その下ですけれども、００４資源ごみ処理事業費３００万１,０００円です。これ

は資料はございませんが、前年並みの予算計上というところで見ていただければと思います。 

 それから、予算書７２ページの一番下ですけれども、今度は労働費に入っていきまして、１労

働諸費、００２労働諸費として５１８万４,０００円の予算計上。これについては、資料

１１９ページにその内容について記載をさせていただいております。 

 それでは、予算書７３ページの中段から下です。農林水産業費に移ります。農業費、１農業委

員会費、００２農業委員会総務費です。８９８万７,０００円。内容的には前年並みの予算内容、

予算額の計上というところでお読み取りをください。 

 次のページに移っていただきまして、７４ページに移ります。右側、中段に００２農業総務費

１,２１４万５,０００円。これについては参考資料が１２０ページでございます。これについて

も、内容、予算規模ともに、おおよそ前年並みというところで見ていただければというふうに思

います。 

 予算書、下がっていきまして、３農業振興費、００２農業振興総務費１億２,８２２万

２,０００円の予算計上があろうかと思います。参考資料については１２１ページでございます。

この部分には、幾つかの事業が入ってきておりまして、それについては参考資料で一覧表にする

形で書き表しておるところでございます。それぞれ見ていただければというふうに思います。 

 なお、ここで参考資料でいうと、特記事項の欄を御覧ください。ここに拡充、新規という表現

が出てきているかと思います。地域おこし協力隊４名の配置、それから農業振興計画策定支援業

務、それから米価下落影響緩和支援金、農産物物流強化事業補助金、そうしたものが新しく取り

組む事業ということでありまして、このうち、下２つ、米価下落影響緩和支援金と農産物物流強

化事業補助金、これらの内容につきましては、２月８日、それから２月２５日の全員協議会にお

きまして、産業課のほうから説明をさせていただいた内容が含まれてきているというところで見

ていただければというふうに思います。 

 それでは、予算書、次に進んで７６ページの右上です。００３有機農業振興費１,８７５万

４,０００円です。参考資料は１２２ページということになります。この中に新規の事業として

１点ほどありまして、参考資料でも書き表しておりますけれども、有機農業推進協議会運営資金

貸付金９４０万９,０００円。この内容につきましては、２月２５日の全員協議会同様に産業課

が説明をさせていただいた部分、このところが反映されているというところで見ていただければ

と思います。 

 予算書のほうですけれども、００４棚田保全事業費、それから００５経営所得安定対策事業費。

これらについては、前年並みの予算計上でございます。 

 それから００６日本型直接支払交付金事業費４,４２４万８,０００円。これについては、参考
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資料は１２３ページに、その内容を記載しております。 

 予算書、次のページの７７ページに移ります。右、中段ですけれども、００７新規就農者育成

確保事業費１,９８７万５,０００円。これについては参考資料１２４ページに、その内容につい

て記載をさせていただいております。 

 それから、００８ブランド化推進事業費５４８万２,０００円です。参考資料については

１２５ページでございます。 

 それから予算書７７ページの一番下ですけれども、４農業振興施設費として、００３農業振興

施設管理費です。参考資料といたしましては１２６ページです。５８０万１,０００円の予算計

上がしてございます。参考資料のほうを見ていただきますと、新規ということで、ふれあい会館

ＢＥＭＳ管理業務等作業委託料１５１万９,０００円の予算計上がしてございますけれども、そ

の内容が新しく入ってきているということであります。この部分の施設については、柿木ふれあ

い会館でございます。 

 それでは、次の予算書７８ページに移ります。右側、中段です。００３農業振興施設管理費で

ありまして、２１０万５,０００円の予算計上。これについては資料がございません。施設につ

いて申し上げます。道の駅かきのきむら、それから柿木農産加工場の維持管理に係る経費という

ところでお読み取りをください。 

 それから、その下に下がりまして、今度は畜産業費に入ります。００３畜産業振興事業費

９９万８,０００円。これについては、参考資料１２７ページを御覧いただければと思います。

内容といたしましては、おおよそ前年並みの内容、予算額というところで、お読み取りをいただ

ければというふうに思います。 

 予算書、次のページに移りまして、今度は農地費に入ってまいります。予算書７９ページ、右

側、中段です。００２土地改良総務費１,３４５万２,０００円。これについては、参考資料

１２８ページでございます。 

 さらに予算書は下がりまして、００５土地改良単独整備事業費６６２万１,０００円。参考資

料については１２９ページでございます。 

 それから、予算書、次のページに進みます。８０ページの右上です。００６土地改良補助整備

事業費４,１２５万円。これについては、参考資料１３０ページです。 

 さらに予算書のほうで００７農村地域防災減災事業費２,４８９万５,０００円。これについて

は参考資料１３１ページでございます。それぞれ内容については資料のほうに書き表しておりま

すので、お読み取りをいただければというふうに思います。 

 予算書は進んでいただきまして、８１ページに移ってまいります。今度は林業費、林業総務費

ということになってまいります。８１ページの右上です。００３鳥獣被害対策費１,９６６万
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５,０００円です。参考資料については１３２ページでございます。資料のほうで説明をさせて

いただきます。１３２ページの資料ですが、事業概要欄の１つ目で、【拡充】というふうに表現

させていただいています。鳥獣専門員２名の配置ということで、現在１名は配置していますけれ

ども、さらに１名加えまして、２名体制にするというところでの拡充という表現を取らさせてい

ただいておるというところでございます。 

 それでは予算書８１ページの下です。林業振興費に移ってまいります。００２林業振興総務費

です。７,０９８万８,０００円。参考資料については１３３ページでございます。こちらのほう

にも新規あるいは拡充というものがございます。参考資料のほうで申し上げておきます。資料

１３３ページの事業概要欄を見ていただきますと、まず新規ということで、林地台帳及び農業振

興地域整備計画デジタル化業務委託料３９９万２,０００円。それから拡充といたしまして、森

師研修員５名の配置、こうしたものが新しくあるいは拡充という内容で入ってきているというこ

とでお読み取りをいただきたいと思います。 

 それでは、予算書は進んでいただきまして、８３ページでございます。中ほどからです。３林

業振興施設費、００３林業振興施設管理費２,７８６万９,０００円です。参考資料としましては

１３４ページでございます。ここにも１点説明をしておきます。予算書では解体撤去工事費

２,５２４万５,０００円というふうに表現をいたしております。参考資料を同様に見ていただき

ますと、新規ということで、菌床培養ハウス１７棟解体撤去工事２,５２４万５,０００円。老朽

化したハウスを解体撤去するという、こうした内容での工事費の予算計上、こういったものが新

たに加わってきているというところでございます。 

 それから、予算書戻っていただきまして００３林業振興施設管理費４０万１,０００円という

のがあるかと思います。これは資料ございませんが、施設について申し上げておきます。これは、

平栃の滝森林公園でございます。 

 それでは、予算書は次のページに進んでいただきまして８４ページに移ります。今度は林道費

のほうに入ってまいります。００５林道新設改良補助事業費３,８００万円。内容といたしまし

ては、参考資料の１３５ページであります。こちらのほうに事業の内容等書き表しておりますの

で、お読み取りをいただければというふうに思います。 

 それから、予算書下がっていただきまして、同じく００５林道新設改良補助事業費という同じ

表現ですけども、先ほど申し上げたのは産業課が所管する部分、今申し上げようとしているのは

建設水道課が所管している部分ということです。それで、参考資料については１３６ページであ

ります。予算額といたしましては１億１,４９６万９,０００円の予算額。参考資料見ていただき

ますと、その内容について書き表しております。新規の工事部分も幾らかその中に入ってきてお

りますので、内容のほうはまた御確認をいただければというふうに思います。 
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 それでは、予算書次のページです。８５ページです。今度は商工費に入ってまいります。１商

工振興費、００３企業誘致・産業立地事業費です。１８６万７,０００円。参考資料１３８ペー

ジでございます。内容といたしましては、おおむね前年並みというようなことでお読み取りをい

ただければと思います。 

 それから、今度００２商工振興総務費４,２０７万３,０００円、参考資料については

１３９ページでございます。ここで、予算書のほうでちょっと説明をさせていただきます。

００２商工振興総務費のそのまま下に下がっていただきまして、移動販売事業継続支援補助金と

いうもの、１００万円の予算計上がしてございます。これについては、２月８日の全員協議会に

おきまして、産業課が説明をさせていただきましたその内容がここに含まれるというところでお

読み取りをいただければと思います。 

 それでは、予算書次のページに移ります。８６ページです。２観光費、００２観光振興対策費

９１３万８,０００円です。参考資料は１３９ページでございます。参考資料の１３９ページを

見ていただきますと、新規拡充というのが事業概要欄に書いてあるかと思います。アンバサダー

の謝礼、フォトコンテスト商品等の報償金１２万円、アンバサダー事業等の消耗品費２０万

８,０００円、そうしたものが新規あるいは拡充というようなところで新たに加わってきておる

というところでお読み取りをいただければと思います。 

 予算書８６ページの右下に移ります。００３観光施設管理費です。参考資料は１４０ページで

あります。ここに含まれる施設につきましては、資料のほうに書き表しておりますので、こちら

のほうをお読み取りをいただければというふうに思います。それから、この中に予算書では調査

分析委託料２４４万２,０００円というふうに書いてあります。資料のほうを見てもらいますと、

健康増進交流促進施設調査分析委託料というふうに書き表しております。むいかいち温泉ゆ・

ら・らに係る部分というところでお読み取りをください。 

 それから、予算書８７ページの中段からです。３都市農村交流費です。００２都市交流推進事

業費４６４万７,０００円、参考資料については１４２ページでございます。内容についてはお

読み取りをいただければと思います。 

 大変失礼しました。予算書８７ページの右上でございます。００４観光施設整備事業費

４７３万４,０００円というところがあろうかと思います。ちょっと飛ばしてしまいましたが、

この部分につきましては、参考資料１４１ページにその内容を記載をさせていただいております。

失礼しました、お読み取りをいただければというふうに思います。 

 それから、予算書８７ページの右下に００３交流施設管理費９３０万１,０００円の予算計上

がしてございます。これは資料はございませんが、施設を申し上げておきます。これは２つの道

の駅のことでございます。それに係る維持管理経費が主なものというところで見ていただければ
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と思います。 

 次の８８ページ、予算書８８ページに進みます。今度は土木費に入ってまいります。１土木総

務費ということで、００２土木総務費８２１万９,０００円、参考資料が１４３ページでござい

ます。参考資料見ていただきますと概要欄に新規ということで、残土処理場の整備ということで、

測量業務委託料５０万円、立木補償費１００万円予算計上してございます。新しい部分というと

ころで申し上げますと、そうしたところがこの中に入ってきているというところで見ていただけ

ればと思います。 

 予算書は８９ページに移ります。２土地対策費でございまして、００２地籍調査事業費です。

資料は１４４ページでございます。参考資料のほうを見ていただきますと、１４４ページの事業

概要欄、継続地区ということで、白谷、田野原、幸地、こちらについては継続する地域でありま

す。それから新規ということで、田野原５工区というのが新たに加わってくるというふうな計画

で進めようとしているというところでございます。 

 予算書は進んでいただきたいと思います。９０ページに移りまして、９０ページの下です。土

木費のうち道路橋梁費、１道路橋梁維持費です。００３道路維持管理費２,７４７万４,０００円。

これは資料はございませんが、文字通り道路の維持管理に係る費用、経費でございまして、およ

そ内容、金額等は前年並みでの予算計上です。 

 次のページに移っていただきまして、００５除雪費です。資料は１４５ページでございます。

資料１４５ページ見ていただきますと、新規ということで真田除雪車庫車両進入防止柵設置工事

１１０万円の予算計上がしてございます。予算書では建設工事費という表現をしておりますけれ

ども、この内容というところでお読み取りをいただければと思います。 

 それでは、予算書は次のページに移ります。９２ページになります。道路橋梁の新設改良費と

いうことで、００３道路新設改良単独事業費６,２４７万円、資料については１４６ページ、さ

らにその下、００４道路新設改良補助事業費、参考資料が１４７ページ、さらにその下ですけど

も、００６橋梁新設改良補助事業費１億５６６万円、参考資料については１４８ページでござい

ます。継続事業、それから新規事業等ございますけれども、その含まれる内容については、参考

資料のほうで御確認をいただければというふうに思います。 

 それでは、予算書９２ページの下です。今度は河川費に入ります。まず、１河川総務費、

００２河川維持管理費１,３８１万円、資料はございません。内容、金額等前年並みでの予算計

上がしてあるというところでお読み取りください。 

 それから、その下の２河川改良費、００３河川改良単独事業費です。３,４６２万６,０００円、

参考資料１４９ページです。こちらのほうにその内容について書き表しております。御確認をい

ただければというふうに思います。 
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 予算書は９３ページに移ります。中段から下になりまして土木費、住宅費、１住宅管理費です。

００２公営住宅等管理費１,６５８万円、参考資料は１５０ページでございます。うち参考資料

にも書き表しておりますけれども、補修工事の関係で幾らか新しい工事が入ってまいります。参

考資料で新規という形で３つほど書き表しております。それぞれ御確認をいただければと思いま

す。 

 それでは、予算書次のページに移ります。２住宅建設費、００２公営住宅等整備事業費です。

資料は１５１ページでございます。内容といたしましては、新横立団地の整備に係る部分、それ

からそれに関わって解体等行う部分、そうしたものを予算化させていただいておるというもので

あります。建てる棟数・戸数といたしましては２棟４戸を建てるというところ、そういう内容で

ございます。 

○議長（安永 友行君）  ここで休憩します。 

午後３時16分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後３時26分再開 

○議長（安永 友行君）  それでは、休憩前に引き続き、会議を再開します。 

 総務課長からの詳細説明が残っております。引き続きお願いいたします。野村総務課長。 

○総務課長（野村 幸二君）  それでは、消防費に移ります。予算書は９４ページの下でございま

す。消防費、１常備消防費、まず００３常備消防費２億１,５１５万円予算計上がしてございま

す。参考資料は１５２ページであります。これは、見ていただいておりますとおり、広域市町村

圏事務組合への負担金というところでお読み取りをいただければと思います。 

 それから、予算書９４ページの一番下であります。２非常備消防費、００２非常備消防総務費

１８４万３,０００円、参考資料１５３ページというところで、その内容を記載をさせていただ

いています。 

 それから、予算書９５ページに移りまして、右中段ですけれども、００３消防団等活動事業費

です。参考資料は１５４ページでございます。ここには新しい取り組みが１つ記載をしておりま

す。予算書では、自動車損害保険料４６万円というふうに記載をしております。内容といたしま

しては、参考資料の１５４ページ、事業概要欄【新規】というところで、消防団災害活動用自動

車保険、内容についてはその下に書いてある部分というところでお読み取りをいただけたらと思

います。 

 予算書に戻っていただきまして、９５ページの下です。００５消防車両整備事業費、資料は

１５５ページでございます。資料を見ていただきますと、小型動力ポンプ積載車、これ１台です

けれども、新しく更新をするという内容が含まれてきているというところでお読み取りをくださ
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い。 

 予算書、次のページに行きまして９６ページに入ります。３消防施設費です。００２消防施設

管理費、資料は１５６ページでございます。これについては、六日市とそれから柿木、それぞれ

の防災センターであったり、それからコミュニティー消防センター、それの維持管理に係る経費

を予算計上しておるというところであります。 

 うち修繕料ではありますけれども、柿木防災センター、それから六日市防災センター、不具合

な箇所がございまして、それについて修繕を行うというようなものが中に入ってきております。 

 内容については資料のほうでお読み取りをいただければと思います。 

 予算書９６ページの中段から下です。防災費に移ってまいります。００２防災総務費５２５万

１,０００円、資料は１５７ページであります。内容については、資料のほうをお読み取りをい

ただければというふうに思います。 

 進んでいただきます。予算書は９７ページです。００３防災設備等管理費７４８万１,０００円、

資料は１５９ページです。防災無線設備の維持管理、そうしたものに係る費用の予算計上という

ことで見ていただければと思います。 

 それから、予算書をそのまま下がっていただきますと、税務住民課の００２防災総務費、それ

から建設水道課の００２防災総務費というふうに、それぞれ予算が計上してございます。内容に

つきまして、予算書に記載してあるとおりでございます。うち、建設水道課が所管する部分につ

きましては、資料がありまして、これが１５８ページのほうにその内容については記載をしてお

りますので、お読み取りをいただければというふうに思います。 

 それから、今度は、教育費に移ってまいります。予算書９８ページに入っていただきまして、

右下のところから始まります。今度は教育総務費、２事務局費の００２事務局総務費でございま

す。資料は１６０ページにその内容について記載をしております。予算規模的には、およそ前年

並みというようなところでお読み取りをいただければというふうに思います。 

 それから、予算書進んでいただきまして、１００ページの右上です。００３事務局施設費

６９４万７,０００円の予算計上がしてございます。これは、資料はありませんが、施設につい

て申し上げておきますと、柿木とそれから六日市、それぞれの基幹集落センターです。それの維

持管理経費というところでお読み取りをいただければと思います。 

 それから、予算書、下がっていただきまして、００４事務局施設整備事業費５９１万７,０００円、

資料は１６１ページです。建設工事費、それから補修工事費としてそれぞれ予算計上いたしてお

ります。その内容については資料のほうを見ていただきますと、町民六日市体育館の周辺整備に

係るものというところで見ていただければというふうに思います。 

 それから、予算書の１００ページの右下です。００７特別支援教育事業費１,７９６万
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９,０００円、資料は１６２ページでございます。こちらのほうに内容記載をしておりますので、

お読み取りをください。 

 それから、予算書、次のページ、１０１ページに行っていただいて、右上００８新入学お祝い

事業費７１万８,０００円、それから００９サクラマスプロジェクト事業費４１４万５,０００円、

これそれぞれ資料が１６３ページ、それから１６４ページにその内容について記載をしておると

ころです。お読み取りをいただければというふうに思います。 

 それから、予算書１０１ページの一番下です。学校給食費に入りまして、００２学校給食総務

費５,７９８万５,０００円の予算計上がしてございます。資料は１６５ページであります。予算

書が次のページにまたがっております。１０２ページまでまたがっておりますけれども、

１０２ページのほうに、車両購入費として１９１万１,０００円の予算計上がしてあるかと思い

ます。これについては、参考資料を見ていただきますと、新規という表現で、給食運搬車の購入

経費というものを予算計上しておるというところで、読み取っていただければと思います。 

 それから、予算書１０２ページの右下、右中段から下です。００３調理場施設費です。これ文

字どおり、３つの調理場の運営に係る維持管理経費というものを予算計上いたしておるというと

ころでございます。 

 予算書、次のページに移ります。今度は、教育費のうち、小学校費に入ります。１小学校管理

費、００４小学校施設管理費です。４,８９７万８,０００円、資料は１６６ページでございます。

このうち、資料のほうを見ていただきますと、新規の事業というものが何本か入ってきておりま

す。コロナウイルス感染症対策に関連するところ、それから学校の施設整備に関連するところ、

そうしたものが予算計上させていただいておるというところでございます。 

 それから、予算書１０４ページの右の中段のところですけれども、００５小学校施設整備事業

費２億２,７７６万８,０００円、資料は１６７ページでございます。資料を見ていただきますと

分かるとおり、蔵木小学校の改修工事に係るものというところでございます。 

 なお、この件につきましては、２月２５日の全員協議会におきまして、教育委員会のほうから

説明をさせていただいておるという、その内容でございます。 

 それから、予算書１０４ページの下のほうに行きますと、今度は小学校教育振興費に入ってお

りまして、今度は右下に蔵木小学校というのが入っていると思います。そこから次のページにわ

たって、六日市小学校、朝倉小学校、七日市小学校、柿木小学校というふうに、それぞれ予算計

上させていただいておりますけれども、これらにつきましては、各小学校からの要望等に基づい

て予算配当させていただいているというところで、お読み取りをいただければというふうに思い

ます。 

 ということで、少し予算書を進んでいただきまして、１０７ページです。今度は中学校費に入
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ってまいります。１０７ページの下です。１中学校管理費、００３中学校事務局管理費８６９万

２,０００円、これは資料がございません。予算内容、予算規模、そうしたもの、およそ前年並

みというところでお読み取りをください。 

 それから、予算書１０８ページに移りまして、右中段の００４中学校施設管理費です。これは、

資料があります。１６８ページです。参考資料のほうを見ていただきますと、いくらか新しい事

業がこの中に含まれてきている。資料でいうと、２つほど記載をしております。コロナウイルス

感染症対策に係る部分、それから、もう一つが、特定建築物定期調査業務委託料、そうしたもの

がこの中には新たに加わってきているというところで、お読み取りをください。 

 それから、予算書の１０８ページの下ですけれども、２中学校教育振興費、００２中学校教育

振興費でございます。これについては資料はありませんが、内容等、前年並みの予算計上という

ところでお読み取りください。 

 １０９ページに移りまして、右側中段のところから六日市中学校、下がっていただきまして吉

賀中学校、それから次のページ、１１０ページに入っていただいて、柿木中学校というところが

出てくるかと思います。これは、先ほど小学校でも申し上げましたが各中学校からの要望、要求、

そうしたものに基づいて予算配当したものというところでお読み取りをいただければというふう

に思います。 

 それでは、予算書は１１１ページに進みます。今度は、社会教育費のほうに入っていきます。

１社会教育総務費ということで、００２社会教育総務費６６６万６,０００円、参考資料が

１６９ページでございます。資料のほうを見ていただきますと、新規事業を１つ記載しておりま

す。文化芸術活動事業者等事業継続支援金１００万円、これは同じ表現で予算書にも記載をして

いるところでございます。内容については、そこにその趣旨等書いておりますので、お読み取り

をいただければというふうに思います。 

 それから、予算書１１１ページの右下です。００３人権教育促進事業費、それからその次の

ページに行っていただきまして、００４子育て協働プロジェクト事業費、それから次の００５ふ

るさと教育推進事業費、ここまでのところについては、前年並みの予算計上というところで見て

いただければというふうに思います。 

 それから、１つ飛ばしまして、００７ふるさと人づくり推進事業費です。これは、資料が

１７０ページになります。内容的には前年並みというところでお読み取りをいただければと思い

ます。さらに予算書その下００８よしか塾事業費９８２万４,０００円、資料は１７１ページで

す。内容、予算規模、そうしたものについては前年並みというところでお読み取りをいただけれ

ばと思います。 

 それから、予算書１１３ページに入りまして、中段の２社会教育施設費００３サクラマス交流
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センター管理費３,８００万円です。これは、参考資料は１７２ページでございます。これまで

通常の維持管理経費に加えまして、参考資料を見ていただきたいと思いますけれども、新しい事

業が含まれてきているというところです。一つが空調機熱交換器洗浄に係る清掃委託料、それか

らもう一つが施設設備等改修工事、この施設設備の中には、いわゆるＷｉ─Ｆｉ環境の整備、そ

れから防犯カメラの設置、そうしたものが含まれます。こうしたものが新しく入ってきていると

いうところでお読み取りをいただければと思います。 

 予算書に戻って、１１３ページの下です。公民館費に入ります。００３公民館事務局管理費で

す。３,１２８万６,０００円、参考資料については１７３ページでございます。それから、予算

書１１４ページに移りまして、右側の中段です。００６公民館施設整備事業費、資料は１７４ペー

ジでございます。この部分については、新規の事業ということになりますけれども、参考資料の

ほうを見ていただきますと、１つは、朝倉公民館解体に係る経費という形で解体設計業務の委託

料、アスベスト調査業務委託料、そうしたところ、それからもう一つが、七日市公民館解体に係

る経費ということで、解体設計業務、アスベスト調査業務、そうしたものの委託料、こうしたも

のを新たに予算計上をさせていただいておるというものでございます。 

 それから、予算書に戻っていただきまして、１１４ページ、右側の下です。蔵木公民館という

表現が出てまいりますが、そこからめくっていただきますと、六日市公民館、朝倉公民館、七日

市公民館、柿木公民館というふうに続くと思います。１１６ページまで続いておりますが、これ

は、各公民館からの要望、要求に基づいて予算配当をさせていただいた部分というところで見て

いただければというふうに思います。 

 予算書は１１７ページに移ります。今度は図書館費に入っております。１１７ページの右上、

００３図書館事務局管理費です。１,３０４万３,０００円、それからその下の００４図書館運営

費４３２万６,０００円、これは資料ございませんが、予算規模、内容、そうしたものについて

は、およそ前年並みというところでお読み取りをいただければと思います。 

 それから、その下、今後は文化財保護費に入ります。００３文化財保護費です。２,６３７万

３,０００円、参考資料は１７５ページであります。こちらでは、新規部分が入ってまいります。 

 資料のほうで説明をさせていただきますと、概要欄を見ていただきますと、新規、旧道面家住

宅保存修理工事設計管理委託料、それから屋根葺き替え工事、これが大きく１つ入ってくるとい

うものです。さらにその下です。写真のその下ですけれども、看板未設置文化財への看板新設工

事ということで、文化財のところの、いわゆる紹介する看板ですね。こうしたものを整備されて

いないところには整備をしていこうという、こういう内容がここに含まれてきているというとこ

ろでお読み取りをいただければと思います。 

 予算書に戻っていただきまして、１１８ページの中段から下です。保健体育費に入ります。
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１保健体育総務費、００２保健体育総務費７０５万３,０００円、参考資料は１７６ページとい

うところであります。 

 それから、予算書、次のページに行っていただきます。１１９ページです。００３保健体育施

設費、資料については１７７ページです。この予算の中に含まれるいろいろ施設がございますが、

それは資料に、一覧表にして書きあらわしているので、それで御確認いただければと思います。 

 このうち、新しい事業というところで、資料の概要欄見ていただきますと、真田グラウンドの

人口芝メンテナンス９０万２,０００円、これは新しい事業というところで予算計上いたしてお

ります。 

 それから、予算書１１９ページの右側中段ですけれども、００４保健体育施設整備事業費です。

資料は１７８ページです。内容といたしましては、立戸にありますスポーツ公園のテニスコート、

照明改修、それから屋外トイレの解体、この２つの内容がここに入ってきているというところで

お読み取りをいただければと思います。 

 それでは、予算書１１９ページの一番下です。公債費に入っていきます。１元金というところ、

それから予算書１２０ページに移っておりまして、２の利子、これらにつきましては、起債をし

ておるとおりです。お読み取りをください。 

 それから、最後に予備費でございます。６００万円の予算計上、これについては前年と同額の

予算額を計上いたしておるというところであります。 

 以上が歳出予算ということでございます。 

 続きまして、今度は歳入予算です。 

 すみません、予算書は戻っていただきまして、１０ページまでお戻りください。予算書

１０ページ、上からです。町税、町民税、１個人、それから２法人、それぞれ右側に行っていた

だきますと現年後分、滞納繰越分というふうに記載をさせていただいております。上から見込ん

でおります徴収率について申し上げてまいります。 

 まず、個人の現年度分です。徴収率が９９.１％、それから個人の滞納繰越分ということにな

りますが、２０.０％、それから、今度は法人です。現年度分が９９.５％、それから滞納繰越分

については、これまでの実績等から数字を算定をしておるというものです。 

 それから、さらにその下に行っていただいて固定資産税です。１固定資産税、現年度分

９８.７％、それから滞納繰越分２０.０％、それからその下の２国有資産等所在市町村交付金及

び納付金でございます。これについては、現年度分５８０万８,０００円予算計上しております

が、国、そして県から数字については示されてきております。その額を予算計上いたしたという

ところです。 

 それから、その下の軽自動車税です。２環境性能割です。現年度分１４４万７,０００円、こ
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れについては県の試算額をもとに算出をさせていただいています。それから、その下の、３種別

割です。現年度分、これ徴収率９９.２％、さらにその下、滞納繰越分３０.０％というところで

の算定、計上でございます。 

 それから、その下、町たばこ税です。現年度分で３,５５０万円、これは前年と同額の予算計

上というところで見ていただければと思います。 

 次のページに移ります。１１ページです。町税、入湯税、１入湯税です。現年度分として

３４０万４,０００円、これは、令和３年度の推計額に１.１を乗じたものでの算定でございます。 

 それから、その下です。今度は地方譲与税に移ります。ここから１地方揮発油譲与税から進ん

でいただきまして、１３ページ、地方特例交付金まででございます。これらにつきましては、国、

あるいは県からその数字について試算がされて、その数字が示されているというところで、その

額を予算計上させていただいているというところで、見ていただければというふうに思います。 

 それでは、１３ページに入ります。１３ページの下です。今度は地方交付税に入ります。１地

方交付税、普通交付税でございまして、３２億１,６０６万５,０００円の予算計上、これにつき

ましては、算定見込みといたしましては、３２億６,６０６万５,０００円を見込んでおると。た

だ、留保額を５,０００万円見ておりまして、その差引きといいますか、そこでの予算計上でご

ざいます。 

 さらに、その下の特別交付税です。見込み額としては、４億６２４万円を見込んでおります。

これも同様に、留保額といたしまして３,０００万円を見込まさせていただいて、３億７,６２４万

円の予算計上というふうにさせていただいておるということです。 

 それでは、次の１４ページに移ります。上から交通安全対策特別交付金でございます。これに

ついては、国から示されます伸び率等がございまして、それに基づいて算定した数字ということ

でございます。 

 それから、その下です。分担金及び負担金です。最初に、分担金が出てまいります。５農林水

産業費分担金、それから７土木費分担金、この２つにつきましては、それぞれ該当の事業費、そ

して事業に用いる、いわゆる率というものですけれども、そうしたものに基づいて、算定をさせ

ていただいているというものです。 

 それから、その下の消防費分担金です。防災無線個別受信機取付分担金です。これについては、

１万円を御負担いただくという部分がございまして、その部分を予算計上いたしておるというも

のでございます。 

 それから、今度は負担金です。民生費負担金、それから衛生費負担金であります。それぞれ見

込みを立てる中で算定をさせていただいたというものでございます。民生費負担金の老人施設措

置費負担金、それから高齢者等軽度生活援助事業負担金、これらについては、養護老人ホームの
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関連というところでお読み取りをいただければと思います。 

 次の１５ページに移ります。使用料及び手数料ということで、１５ページから使用料、それか

ら１６ページに進んでいただきまして上段部分が手数料でございます。それぞれこれまでのとこ

ろでの実績とそうしたものを参考にしつつ、算定をさせていただいて、予算計上をしたものとい

うところで、お読み取りをいただければと思います。 

 １６ページの下です。国庫支出金、国庫負担金、１民生費国庫負担金から次のページに行って

いただいて、２衛生費国庫負担金です。これらについては、納付額に応じまして定められた負担

割合等ございますので、それに応じて算出した額、それを計上しておるというところでございま

す。 

 予算書１７ページの中段から下です。国庫支出金、国庫補助金です。まず１総務費国庫補助金

であります。地方創生推進交付金、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金、これら

につきましては、この中に含まれる事業が何本か入ってきているというふうなところでございま

す。参考資料でも財源のところでそうしたものを示させておるところでございます。 

 さらに、その下ですけれども、空き家対策総合支援事業費、これは老朽家屋の除却事業補助金、

それの、ここに国からの補助がいただけるわけですけれども、それの国分。 

 それから、その下のデジタル基盤改革支援補助金、これは電算管理費のところで説明を申し上

げました。いくらかその改修、新しい改修、システム改修の内容が含まれていることをお話しま

したけれども、それについて、国から今いただける補助部分というような内容が含まれてまいり

ます。 

 それから、次の２民生費国庫補助金です。ここは社会福祉費、それから児童福祉費、それから

次のページに行っていただきまして、生活保護費、そうしたものが入ってきております。これら

については、各事業、そうしたものでの、いわゆる補助率等が決まってまいりますので、それに

従って予算計上させていただいておるというところでございます。 

 予算書１８ページの３衛生費国庫補助金、それから次の５農林水産業費国庫補助金、それから

７土木費国庫補助金、それから９教育費国庫補助金、これらについても、およそそれぞれの事業

について補助率等が定めがございますので、それに合わせて予算計上をさせていただいておると

いうものでございます。 

 ２つほど説明を加えておきます。予算書１８ページの右下です。小学校費の国庫補助金で、学

校施設環境改善交付金６,５１２万９,０００円の予算計上があろうかと思います。これは、蔵木

小学校の改修工事に係るものというところ、それからおめくりいただいて１９ページの右上です。

社会教育費の国庫補助金ですけれども、国宝重要文化財建造物保存修理強化対策事業補助金

１,５８４万７,０００円、これについては、旧道面家の改修工事の財源となるというところでの
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お読み取りをお願いいたします。 

 下がっていただきまして、１９ページの下です。今度は県支出金に入りまして、県負担金です。

１民生費県負担金から次のページに行っていただいて、４土木費県負担金まででございます。こ

れらについても、決められた率、あるいは算定式がございますので、それに応じて予算計上をさ

せていただいておるというものでございます。 

 それから、次の予算書２０ページの中段から下、県支出金、県補助金、１総務費県補助金です。

まず、総務管理費の県補助金のうち、ちょうど中ほどですけれども、石油貯蔵施設立地対策等補

助金３３５万２,０００円があるかと思います。これについては、消防費の中で説明を申し上げ

ました消防車の更新を予定しているという話ですけれども、そこの財源となるというもの。それ

からちょっと下がっていただきまして、老朽危険空き家除去支援事業補助金９０万円、これにつ

いては、先ほど、国のところでも説明をしましたけども、同補助事業に関しては、国、あるいは

県から一定の金額の補助がいただけますので、これは県分をここに予算計上をいたしておるとい

うところでございます。 

 それから、予算書は次に進んでいっていただいて、民生費の県補助金、衛生費の県補助金、そ

れから農林水産業費の県補助金、２２ページの一番下ですけれども、１１しまね市町村総合交付

金、そこまでのところですけれども、それぞれ該当する事業により率、あるいは算定式の定めが

ございますので、県分についての予算計上をそれぞれさせていただいておるという内容となって

おります。 

 それから、予算書２３ページに移っていきます。２３ページの中段から下です。県支出金、委

託金、１総務費委託金です。ここでは、大きいところで申し上げますと、ちょうど右側ですが、

選挙費県委託金ということで、参議院議員選挙費、それから知事県議会議員選挙費、それぞれの

選挙の委託金を計上させていただいておるというところでございます。 

 それから、２３ページの一番下、２民生費委託金、次のページにまたがっておりますけど、

７教育費委託金、ここまでですけれども、これについても説明欄に記載してあるとおりでござい

ますけれども、定められたもので予算計上をさせていただいておるという内容になっております。 

 予算書２４ページの中段から下です。財産収入、財産運用収入、１財産貸付収入です。普通財

産貸付収入、そして教員住宅貸付収入、これらについては、これまでの貸付実績、あるいは今後

の貸付見込み、そうしたものから算定をし、計上をいたしておるというものでございます。 

 その下の２利子及び配当金については、次のページにまたがっておりますが、これはお読み取

りをいただければというふうに思います。 

 それから、予算書２５ページに入っておりまして、中ほど、財産収入、財産売払収入、１不動

産売払収入、立木売払収入２５万円があろうかと思います。これは、産業課で今事業を進めてお
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ります林業の関係ですけれども、山の作業において、例えば、立木を売却をすると、売払うとい

う予定もございまして、その部分の収入部分について予算計上いたしておるというところで見て

ください。 

 それからその下、今度は寄附金に移ります。これは、一般寄附金として寄附金ということで予

算を立てさせていただいておるところです。一般寄附金については、これは、額についてなかな

か見込みが立てられるものではございませんので１万円、それから、指定寄付金については、こ

れはふるさと納税に係る部分でございまして、１,３００万円の金額を予算計上させていただい

たというところでございます。 

 それから、次のページに進みます。２６ページです。繰入金、基金繰入金、１財政調整基金繰

入金から下の９森林環境譲与税基金繰入金まででございます。これにつきましては、それぞれ基

金の使途というのには、というのが定めがございます。その事業、使途に応じて繰入れ等、今回

の当初予算において財源調整をさせていただいたというところでお読み取りをください。 

 それから、その下の繰越金です。繰越金、それからその下の延滞金、それから次のページに行

っていただきまして、町預金利子、これらにつきましては、前年と同額の予算計上をいたしてい

るというものです。 

 それから、２７ページの中段からです。諸収入、貸付金元利収入です。総務費貸付金収入、こ

れらにつきましては、歳出のところでもいくらか説明をしましたが、社会福祉士の貸付金の、い

わゆる償還金分が含まれてくるというものでございます。 

 それから、サンエム定住促進施設建設資金貸付金収入というものも中に含まれてまいります。 

 それから、その下です。４農林水産業費貸付金収入、有機農業推進協議会貸付金収入として

９４０万９,０００円、これにつきましては、歳出で申し上げますと、７６ページの農業振興費

のところ、内容につきましては、２月２５日の全員協議会において産業課がその内容については

説明をさせていただいておるものでございます。歳入歳出同額予算が計上されておるというよう

なところで見ていただければと思います。 

 それでは、次のページに進んでいただきまして２８ページです。諸収入のうち雑入です。２弁

償金から始まりまして、次のページに行って、１５雑入までです。これらにつきましては、例年

とおよそ変わりなくといいますか、説明欄に記載をしておる内容での予算計上をいたしておると

いうところでございます。 

 ２９ページに移っておりまして、中ほどから町債です。１過疎債から始まりまして次のページ

３０ページに１５臨時財政対策債までございます。これらにつきましては、各種事業の財源とし

て調整を今回させていただいておるというところでお読み取りをいただければというふうに思い

ます。 
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 以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  以上で、提案者の提案理由の説明、一般会計予算について、終わったと

ころです。 

 深川企画課長より申し出があります。発言を許します。深川企画課長。 

○企画課長（深川 仁志君）  先般、質問のございました自治振興奨励金の使途についてお答えさ

せていただきたいと思います。 

 ふれあいサロンの活動なり経費、自治振興奨励金が使われているかどうかという質問だったと

思いますが、現時点において、自治振興奨励金をこのふれあいサロンの事業に使ったという実績

はございません。自治振興奨励金につきましては、自治会が行う行事に要する経費のうちという

定めがございますので、自治会が直接執行する事業、もしくはいろんな自治会が参加して行う事

業とかには使途として使えますが、そのほかには使えないということになっておりますので、現

段階においては使っていないというのが現状でございます。 

 一方、参考までに申し上げますと、自治振興交付金につきましては、交付金の対象事業は自治

振興実践事業とするということがございまして、地域によってはふれあいサロンの活動費ではご

ざいませんが、備品の購入とか集会所の備品の購入併せて、そういう助成を行っているという実

績はございます。 

 これは、令和２年の９月の全員協議会で申し上げましたが、今後、自治振興奨励金と交付金に

つきましては、その利便性や手当ての問題とかいろいろございますので、今後、使いやすいとい

いますか、ある程度、自治会が、自治会といいますか、公民館単位で包括して使えるような方向

で今調整をしておりますので、またその分についてはまた変わっていくこともあろうかと思いま

すが、現時点でのことということで申し上げさせていただきました。 

 以上でございます。 

○議長（安永 友行君）  一般会計の説明が終わったところですが、あした現地視察を予定して、

午後は一般会計の質疑等の予定もしてありました。それから、一般会計の質疑については、

１７日、１日を充ててあります。 

 そういう中でお諮りをします。昨年は、説明の後、質疑をやっておるんですが、明日午後を中

止しても３０分ぐらい質疑の時間が、去年に比べたら減るということなんで、明日の午後になる

と思いますが、現地視察の終了後の質疑はもうやらないということで、皆さんにお諮りしますが、

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑については１７日の１日充ててありますので、そこで集中的にやる

と、よろしいですか。 
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○議員（１１番 庭田 英明君）  １日で終わるかどうかちゅうのは分からんので、明日の午後や

っていただきたいと思います。それで、そこで残ったやつを１７日にやりゃええことであって、

と思います。 

○議長（安永 友行君）  そういう御意見もありますが、いかがですか。 

 意見がないようなので、私のほうの判断で、議事日程は変えさせてもらいます。異議なしが多

いと私は思いましたので、明日午後はやりません。１７日１日はもちろん充てておきますけど、

１８日もありますので、そういうふうにいたします。 

────────────・────・──────────── 

○議長（安永 友行君）  それでは、以上、本日の日程は終了しましたので、散会とします。御苦

労さまでした。 

午後４時14分散会 

────────────────────────────── 


